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午前１０時００分 開議

○議長（小比類巻正規君） おはようござい

ます。

出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。

これより、本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第２号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

○議長（小比類巻正規君） 日程第１ 市政

に対する一般質問を行います。

お手元に配付しております一般質問一覧表

のとおり進めます。

田嶋孝安議員の登壇を願います。

○２番（田嶋孝安君） ２番拓心会田嶋孝安

でございます。通告に基づきまして、地下駐

車場と高等教育機関について、一般質問をさ

せていただきます。

はじめに、地下駐車場についてお伺いしま

す。

私たちが抱える少子高齢化、人口減少、定

住化の促進など、山積する諸問題解決のた

め、私たちは、市の活性化を創造し、挑戦し

ていかなければならないと考えます。

そのような中、三沢市は米軍基地と自衛隊

があることから、毎年開催される三沢基地航

空祭においては、来場者数が１４万人という

にぎわいのあるイベントをはじめ、民間の先

輩方が中心となり、今では三沢市になくては

ならないにぎわいのあるイベントの一つと

なっているアメリカンデーや、商店街活性化

を目指し、スカイプラザ前での各種イベント

の数々、そして、三沢まつり、七夕まつりな

ど多くのイベントを開催し、三沢市民をはじ

めとする市外からの多くの来客があり、にぎ

わいを見せている。

また、このにぎわいの中心となっている

ゲート前の延長上にある公会堂や三沢市総合

体育館においても、大きなイベントがあるた

びに多くの利用者や来場者でにぎわってい

る。図書館においても、この影響を受けなが

ら開館している。

イベント開催に当たって、スカイプラザの

広場でイベントが開催されると、駐車場がな

く、近くにある市営駐車場利用などが考えら

れるが、受け入れに大分無理があるようであ

り、あわせて公会堂などにおいても同じであ

ると感じる。

しかし、このように多くの来客、来場者が

ある中、私たちの三沢の現在の生活環境を考

えると、どうしても必要としてしまうのが車

社会での車です。どこに行くにも車がなくて

はという状況にあるにして、必要とされるの

はやはり駐車場です。

このまちに多くの人に来ていただき、楽し

んでもらい、三沢を見て、触れ合って、感じ

いただくためのイベントでもあると感じます

が、この大きなチャンスを逃すことなく、三

沢市発展に寄与すべく、大きく駐車台数を見

込める駐車場が必要ではないかと考えます。

ただ、市発展を考える上で、この中心地で

の青空駐車場では、とても、これからにぎわ

いを創出する上でも土地、地上を有効活用

し、にぎわい創出のために残し、地下に駐車

場を設けるべきと考えます。

また、以前、三沢市において、中央公園に

地下駐車場を設ける構想があったと感じる

が、チャンスと捉えるべきイベントをさらに

盛り上げるために再構想するべきだと考えま

す。

そこで、駐車場について、２点伺います。

一つ目は、スカイプラザ付近から図書館付

近までの駐車場の必要性について伺います。

二つ目には、土地の有効活用による中央公

園などへの地下駐車場整備の必要性について

伺います。

次に、高等教育機関についてです。

市の活性化を創造し、挑戦していかなくて

はいけないと考える中で、まちに活気とにぎ

わいをもたらすためには、若者が集まる地域

になっていくことが想像されます。

三沢市の特性を生かし、これから次代を担

う若者たちがこの三沢市で過ごし、地域の
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方々と触れ合い、この三沢市のよさを肌で感

じてもらう機会を創出するためにも、高等教

育機関の誘致が必要だと考えます。

三沢市総合振興計画後期基本計画重点プラ

ン「３．心安らぐ生活づくり (３)新たな産

業導入による雇用拡大」に記載があるが、

「将来を担う若者世代の都市圏への流出は、

地域社会における大きな課題となっていま

す。このため、市内の既存産業の強化だけで

はなく、新規産業の導入など、地域経済の活

性化対策を様々な観点から実施し」という内

容があります。

前文と終わりの文を述べませんでしたが、

今述べた内容は、高等教育機関を新規産業と

見立てても、同じことが言えるのではないで

しょうか。

また、「Ⅳ．働き暮らせるまちづくり

１．企業誘致と雇用創出」という点では、高

等教育機関は、内容として、記載事項に沿っ

た内容には感じませんが、基本的方針内に記

載されている中で「戦略的な企業誘致を進

め、地域産業の持続的な発展、雇用の維持や

確保を図ります」とあります。

高等教育機関誘致に伴い、同じ効果と、そ

の機関の内容によっては、企業も営業所など

を設けるなり、企業誘致につながる可能性を

持っていると考えます。

また、雇用創出という考え方からも、現在

ある産業だけでなく、教育に関係したあらゆ

る雇用先が見込めることは、地域の力の拡大

につながり、強いては活性化につながると考

えます。

また、高等教育機関誘致において、進めや

すくするために考えられるのは、現在ある三

沢市の施設を貸し出すという考え方があると

思います。高等教育機関においても、やはり

進出する上で検討する内容の一つとして、場

所の確保であると考えます。

そこで、三沢市として誘致する際に、三沢

市の数ある施設の有効活用の一環としても、

貸し出しするという考え方もできるのではな

いかと考えます。施設の有効活用は、賃貸と

するも、無償にするも、内容、条件について

は双方の話し合いになるにしても、双方の大

きなメリットが生まれてくると考えます。

そこで、２点伺います。

一つ目は、高等教育機関について、どのよ

うに考えているかを伺います。

二つ目は、高等教育機関に対して、市施設

の長期利用貸し出しについての考え方につい

て伺います。

以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。

○議長（小比類巻正規君） ただいまの田嶋

孝安議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの田嶋議員

御質問の高等教育機関についての第１点目、

高等教育機関誘致についてどのように考えて

いるのかについては私から、その他につきま

しては副市長並びに政策部長からお答えをさ

せますので、御了承願いたいと存じます。

三沢市では、優秀な人材の育成はもとよ

り、市の活性化の観点からも、その必要性を

十分に認識し、県に対して、県立の高等教育

機関設置について要望を行ってまいりまし

た。

また、県と市による研究検討チームを発足

させるとともに、庁内においても検討グルー

プを設置するなど、さまざまな角度から調

査・研究を行ってきたところであります。

しかしながら、県からは、少子化の進行に

より学生の確保が困難になっている状況を踏

まえ、県立による高等教育機関の設置は極め

て厳しいとの見解が示されてきました。一方

で、語学能力や国際性を身につけた人材の育

成は重要であるとの認識も示されたところで

あります。

こうした中、重点事業要望をはじめとした

当市の活動や、県及び市の国際的な人材育成

に対する考え方が合致し、平成２５年度に

は、県と市の共催により、次世代を担うグ

ローバルな人材育成を目的とした、いわゆる
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グローバル人材育成セミナーがスタートし、

現在は、あおもりグローバルアカデミーとし

て、多くの県民を対象とした事業が実施され

るようになりました。

このあおもりグローバルアカデミーは、三

沢市で開催することで、米軍三沢基地内の大

学教授による講座や、あるいは在住する外国

人との異文化交流が実施されるなど、まさに

三沢市の特性が生かされておりまして、青森

県におけるグローバル人材の育成に大きく寄

与しているものと考えております。

少子化の進行により、全国的に大学経営が

厳しさを増し、県内においても県立高等学校

の再編が進んでいる状況を踏まえ、県立高等

教育機関の設置につきましては、今年度実施

する県に対する重点事業要望としては一旦見

送ることとし、今後におきましては、あおも

りグローバルアカデミーのさらなる発展や、

当市の特性を生かした人材育成について鋭意

取り組んでまいります。

また、社会情勢の変化や教育を取り巻く環

境について注視しながら、高等教育機関の設

置あるいは誘致等につきましても、適宜検討

してまいりたいと、このように考えておりま

す。

私からは、以上であります。

○議長（小比類巻正規君） 副市長。

○副市長（米田光一郎君） 次に、２点目の

教育機関に対する市施設の長期利用貸し出し

の考え方についてお答えいたします。

市の施設につきましては、それぞれに設置

目的があり、条例や規則等で定められている

規定に沿って御利用いただいております。

こうしたことから、学校法人などの教育機

関から、当市において市の施設を長期間借用

し、学校などを開校したいという希望があっ

た場合につきましても、希望する施設や期

間、規模などを十分に把握した上で、利用の

実態などに照らして判断していくことが基本

となります。

しかしながら、当市に新たに学校を開校し

ていただくことは、人口減少、少子化などの

課題を抱える中で、移住・定住の促進や市の

活性化という観点からも、さまざまなメリッ

トが考えられるため、その際には、多方面か

ら積極的に協議・検討をしてまいりたいと考

えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻正規君） 政策部長。

○政策部長（山本剛志君） 地下駐車場につ

いての第１点目、スカイプラザ付近から図書

館付近までの駐車場の必要性に関する御質問

についてお答えいたします。

三沢市では、多くの関係団体及び関係者の

御尽力により、アメリカンデーや航空祭、三

沢まつり、七夕まつりなど、毎年さまざまな

イベントが開催されており、その際には、市

内外から多くの方々にお越しいただいており

ます。

また、スカイプラザ周辺は、週末を中心に

買い物客でにぎわいを見せており、公会堂や

総合体育館においても催し物や大会の開催な

ど、多くの方々に御利用いただいておりま

す。

しかしながら、イベントなどの開催時に

は、周辺の駐車場が不足する事態が発生して

おり、市といたしましても、駐車スペースの

増設は重要な課題の一つであると認識してお

ります。

このことから、このたび自衛隊のもと桜町

特借り宿舎用地を購入し、駐車場として整備

することで、駐車場不足問題を緩和できるよ

う計画を進めているところであります。これ

により、全ての駐車場不足問題が解決すると

は考えておりませんが、少しでも市民の皆様

の御不便を解消できるよう積極的に取り組ん

でまいりたいと考えております。

次に、地下駐車場についての第２点目、土

地の有効活用による中央公園等への地下駐車

場整備の必要性に関する御質問についてお答

えいたします。

第１点目の御質問でお答えをしたとおり、

市といたしましても、スカイプラザ付近から

図書館付近までの駐車場不足については十分
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に認識をしているところであります。

こうした状況の中で、中央公園等の地下へ

新たに駐車場を整備する方法も考えられます

が、地下駐車場の整備には多額の経費が必要

となるものと考えております。加えて、整備

期間の長期化や整備後の防犯対策や維持管理

などについても、屋外の駐車場に比べて負担

が大きくなることが予想されております。

このようなことから、財源の確保も含めた

費用対効果の面において、地下駐車場の整備

は、現時点では大変難しいものと考えており

ます。

以上でございます。

○議長（小比類巻正規君） 田嶋議員。

○２番（田嶋孝安君） 御答弁ありがとうご

ざいました。

まず、１点目のスカイプラザ付近から図書

館付近までの駐車場の必要性につきまして再

質問をさせていただきたいと思います。

こちらに関しまして、先ほどの内容でいき

ますと、１番、２番とあわせての内容を伺っ

て感じた点は、スカイプラザから大分離れた

桜町の官舎の場所等に駐車場を設置するとい

うお話に聞こえるのですが、この状況にし

て、スカイプラザに行く方がわざわざそちら

まで行くということに関しては、非常に難し

いのではないのかなというように感じます。

その状況にして、やはりゲート前付近に市

営駐車場はありますが、あそこの利用がいっ

ぱいというような状況の中で、スカイプラザ

近辺に関して駐車するというのは非常に難し

い状況にあると考える中で、私自身は、これ

は先ほど、確かに経費的な問題ということも

おっしゃっていただいておりますが、あの付

近からまずは中央公園付近まで、地下の駐車

場がつながった形であるといいなというのを

考えているところであります。

その点につきまして、まずはゲート前のス

カイプラザ付近の駐車場についての考え方に

ついてお伺いしたいと思います。よろしくお

願いいたします。

○議長（小比類巻正規君） 政策部長。

○政策部長（山本剛志君） 駐車場問題の再

質問にお答えいたします。

確かにスカイプラザ周辺には駐車場が不足

していると認識しております。しかしなが

ら、その周辺には民間の土地が多く、公共の

土地というのは少ないものですから、いろい

ろな面で経費等がかかるかと思います。その

点で、若干遠いのでありますが、今お答え申

しました、もと自衛隊の桜町特借り宿舎のほ

うの利用とか、周辺の幸町の駐車場とかを御

利用いただくようにお願いしたいと思いま

す。

以上であります。

○議長（小比類巻正規君） 田嶋議員。

○２番（田嶋孝安君） 実情というのは非常

に感じるところはあるのですが、ただ、あの

周辺、どうしても駐車場が足りないというの

は現実であるように感じますので、ぜひ御検

討をいただきたいなというように思います。

ちょっと関連している部分がありますの

で、２番も含めて再質問させていただきたい

と思います。

地下の駐車場という観点からの話になるの

ですが、やはり地下の駐車場というのは、経

費としては非常にかかるというように私も認

識はしております。ただしかし、地下駐車場

というのは、利便性といいますか、利用性の

部分で、有事の際ということを考えても、や

はりある、ないでは大分違うのではないかな

というように感じております。

そんな中で、まずは地下駐車場というの

は、車両が入っていけるという特性もある中

で、やはり物資などもそのまま車で入れてい

けるということなども踏まえますと、非常に

三沢市にとっては、とても必要性のあるもの

ではないのかなと。

立派な建物はありますが、この三沢でなか

なか地下のあるという場所はないというよう

な中で、上の箱があって下の箱もあってもい

いのではないのかなというように感じる中

で、地下の利便性を有効に活用した形で、地

下駐車場に対して必要性があるのではないか
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というように感じますので、その点につきま

して再質問をさせていただきます。よろしく

お願いいたします。

○議長（小比類巻正規君） 政策部長。

○政策部長（山本剛志君） 再質問にお答え

いたします。

確かに有効性はあるかと思いますが、ただ

し、以前、平成１２年度に、中央公園の地下

駐車場を設置した場合に、どのくらい費用が

かかるかということで積算したことがありま

す。それによりますと、鉄筋コンクリート

造、地下１階建てで約７,０００平米の駐車

場にした場合、駐車台数約２００台、それで

設計と工事費を含めました総事業費が約４６

億６,０００万円という額が出されておりま

す。それに比べて、地上の駐車場であれば１

億円から２億円程度でありますので、この費

用対効果を考えた上で、かなり厳しいのかな

と考えております。

以上であります。

○議長（小比類巻正規君） 総務部長。

○総務部長（小泉富男君） 地下駐車場の

再々質問の有事の際に関して御答弁させてい

ただきます。

災害時の地下駐車場の有効性ということが

考えられるかと思われますが、どういった災

害が考えられるかと検証してみますと、ま

ず、地震に対しては、緊急避難場所的な役割

が期待できますが、あえて地下駐車場を整備

しなくても、中央公園がその役割を果たすこ

とに指定されておりますことから、必要では

ないと。それから、津波とか水害について

は、当然、地下でございますので逆効果であ

ると、そういったことが考えられます。

こういった形で消去していきますと、考え

られる災害については強風あるいはミサイル

による武力攻撃が挙げられます。

これをさらに詳細に検証してみますと、強

風に対しましては、観測史上、三沢市の最大

瞬間風速は２９.４メートルでございます。

これは、建築確認上、一般住宅の構造でも耐

えられる数値であり、これ以上の暴風や竜巻

などが想定された場合は、中央公園の周辺に

は市役所とか公会堂、図書館などといった、

風に対して堅牢な建物がございます。そちら

でカバーできるということでございます。

次に、ミサイルによる武力攻撃についてで

ございますが、ミサイルの場合は着弾地点が

予期できないと。したがって、あらかじめ避

難所を指定することが困難であろうというこ

とが一つございます。

また、地下駐車場ですので、当然車両が多

数とめられていると思います。国民保護の

ポータルサイトのＱ＆Ａによれば、ガソリン

等の燃料に引火するおそれがあるため、避難

の際は車両から離れて避難するようにとされ

ております。したがいまして、車両の集まる

地下駐車場を避難場所とすることは適当でな

いと考えます。

以上のようなことから、地下駐車場の整備

は、防災体制の充実における課題の解決策と

してつながる点が薄いものと考えられます。

以上でございます。

○議長（小比類巻正規君） 田嶋議員。

○２番（田嶋孝安君） 今いろいろと御説明

いただきました。大変ありがとうございま

す。

ただ、選択の余地のあるものが私たちに

とってあってもいいのではないかと。有事の

際の選択の余地、その状況にして、あっても

いいのではないかという観点からいって、金

額的な問題にしても、また、地下という部分

の利便性をうまく使った考え方というのはで

きるのではないかというように私自身は感じ

ておりますので、まだまだこの内容について

は、ぜひとも御検討いただきたいというよう

に思っております。

そして、次の部分での高等教育機関につい

ての答弁に対して再質問させていただきま

す。一つ目の高等教育機関について、どのよ

うにお考えになっているかということに対し

て再質問させていただきます。

まず、先ほどのお話からいっても、一応検

討されている状況が非常に感じられたところ
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であります。そんな状況にして、意外に私た

ちが見落としているような教育機関というの

があるように感じておりまして、この質問を

させていただいておりました。

とある学校なんかに行きますと、まず母体

となる地域の学校があって、出先機関をつ

くった形で教育をさせているというようなと

ころも現にあります。

そういったような形で、まずは出先をつ

くって教育を行っていくというような考え方

をするためには、やはりそういった情報など

もどんどん仕入れていく必要があるのかなと

いうように感じているわけですが、あくまで

も先ほどの考えでいきますと、受け入れの部

分というのは必要性がないとは言っておりま

せんので、まずそういった機関をどんどん考

えていただければいいなというように感じて

おりますとともに、これは基地対策特別委員

会でも少しお話しさせていただきましたが、

私たちの地域の特性を使った大学なりという

のはあるのではないのかなという中でお話し

させていただいたのは、防衛大学というお話

をさせていただきましたが、その大学にして

も、例えば１学年なりをこの三沢の地で、そ

して、米軍基地があって自衛隊があって、と

ても良好な関係を築いている三沢に来ていた

だいて、まずは講義を進めるというようなこ

となども考えられるのではないかというよう

に思いますので、ぜひともその辺を御検討い

ただきたいなというように思いますが、いか

がでしょうか。

○議長（小比類巻正規君） 副市長。

○副市長（米田光一郎君） 再質問、貴重な

御意見をいただきました。高等教育機関その

ものではなくてサテライト、そういうものに

も目標を定めたり、あるいは防衛大学校とか

自衛隊で持っている体育学校等の分校のよう

な形、または夏季だけ宿泊してやっていただ

くとか、そういうものの御提言でございまし

たが、これについてはいろいろなアンテナを

張ってちょこちょこやっております。今後と

も進めていきたいと。

例えば八戸市に弘前大学のサテライトがあ

るわけですけれども、そこの教授の方々に三

沢に来ていただいて、いろいろな講演会等も

無料で行ってもらっております。そういうつ

ながりを持ちながら、その可能性を探ってお

りますので、御了承いただきたいと思いま

す。

以上であります。

○議長（小比類巻正規君） 田嶋議員。

○２番（田嶋孝安君） ありがとうございま

す。

まず、三沢の発展をぜひとも期待して、私

からの質問を終えさせていただきます。どう

ぞ皆さんよろしくお願いいたします。ありが

とうございます。

○議長（小比類巻正規君） 以上で、田嶋孝

安議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

春日洋子議員の登壇を願います。

春日議員。

○１２番（春日洋子君） おはようございま

す。

１２番公明党の春日洋子でございます。通

告の順に従い、質問してまいります。

はじめに、行政問題の１点目、振り込め詐

欺防止ポップアップシールの配布についてお

伺いします。

市町村役場や年金事務所などの職員を名

乗って、医療費の還付金があります、受け取

りの手続が済んでいません、本日が締め切り

なので、きょうじゅうに手続をしてくださ

い、ＡＴＭで手続ができますなどと被害者を

急がせ、ＡＴＭに誘導し、送金させる手口の

還付金詐欺や、携帯電話が変わった、風邪を

引いて喉の調子が悪いなどと言い、予兆電話

で息子などからの電話と信じ込ませ、後から

トラブルの発生を口実にお金を要求する手口

のオレオレ詐欺など、依然として特殊詐欺が

多発しています。

三沢警察署の生活安全課よりお聞きしまし

たところによると、本年１月から６月５日現

在までの特殊詐欺被害の状況は、三沢警察署
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管内での発生件数は２件、被害額は３００万

円であり、県内においては２７件、被害額は

３,６００万円とのことでした。

このように悪質で巧妙な振り込め詐欺が続

発する中、被害を防止するためのポップアッ

プシールを配布している自治体があります。

シールには、電話番号が変わった、ＡＴＭに

行ってという電話は詐欺と書かれており、受

話器をとると、手形の「待った」という文字

が目に飛び込むようになっています。簡単な

仕組みですが、パニック状態になっている高

齢者にとっては、一呼吸おいて冷静さを取り

戻すことができる有効なシールとして期待さ

れています。

特殊詐欺の撲滅に向けた注意喚起の取り組

みは、これまでも行われてきているところで

すが、さらなる被害撲滅の一助となるものと

考えますことから、振り込め詐欺防止ポップ

アップシールの配布について、本市の御見解

をお伺いします。

次に、２点目のオリジナルの婚姻届と出生

届の作成についてお伺いします。

昨今、全国の市町村役場で、結婚や出産と

いう人生の大きな節目を迎えられる方を祝福

し、生涯のよき思い出とともに、住んでいた

い、ふるさとはすばらしいと思っていただく

ため、まちの文化や名物、自然などをイメー

ジしたオリジナルの婚姻届や出生届が作成さ

れています。

自治体が届出書に力を入れる背景には、窓

口に提出する書類からこだわりたいとする

カップルがふえている現状があるからと言わ

れ、地域の風景やキャラクターなどをモチー

フにすることで、結婚後もその土地への愛着

を持ってもらうのが狙いです。

オリジナル婚姻届を利用したカップルから

は、地元愛を確認し愛着もアップしました、

婚姻届が特別なものになってうれしいといっ

た感想が寄せられているそうです。

そこで、本市の特色を生かした門出を祝う

オリジナルの婚姻届と出生届の作成に向け

て、本市の御見解をお伺いします。

次に、防災問題のエレベーター用防災椅子

の設置についてお伺いします。

自然災害が多発する日本では、もしものと

きの防災対策が重要であることは申し上げる

までもないことですが、過去に発生した地震

では、震度５強の地震での閉じ込め件数が７

８件もあり、救助にかかった時間は最長で３

時間以上もかかったそうです。そうなった場

合に、利用者に必要な水、明かり、トイレの

確保が防災対策の最重要課題となります。

エレベーター用椅子は、既設のエレベー

ターに簡単に設置でき、非常用トイレとして

使用できる上、非常用救援物資も収納できま

すので、長時間の待機になっても安心とゆと

りの気持ちで復旧、救助を待つことができま

す。また、ふだんは障害者の方や高齢者の方

には椅子としても利用でき、安心と快適な空

間が提供できるものとなっています。

そこで、もしものときに、あるだけで心強

いエレベーター用防災椅子は、有事に備え設

置すべきものと考えますことから、本市の御

見解をお伺いします。

次に、福祉問題の保育士の処遇改善策につ

いてお伺いします。

去る３月２７日に成立した国の２０１７年

度予算には、保育士の処遇改善を進めるた

め、民間保育所などで働く全職員の給与を２

％、月額６,０００円程度引き上げることが

盛り込まれました。

保育士の平均勤続年数は８年ということで

あり、中堅の手前ぐらいでやめていく状況に

あると言われます。その上で、経験７年以上

の中堅保育士には、副主任保育士などの役職

を新設し、さらに月額４万円を上乗せすると

し、また、経験３年以上の若手には、研修修

了を要件に、月額５,０００円ふやすことと

しております。

一方で、保育士不足の理由としては、給与

が安い、仕事がきついに加え、長時間労働、

サービス残業、持ち帰り残業も蔓延している

と言われる現状であることを考え合わせます

と、処遇改善と働き方改革の両方を進めてい
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かなくてはならないとも考えます。

このようなことから、円滑に導入なされる

よう求められますが、このたびの保育士の処

遇改善について、市の対応はどのようになさ

れるのかをお伺いします。

最後に、教育問題の教員の負担軽減策につ

いてお伺いします。

この６月１日付の新聞への投稿に目がとま

りました。投稿された方は大阪市在住の学校

職員です。

ここで、現場の声を紹介させていただきま

す。教員の働き改革も検討してというテーマ

です。文部科学省が公表した公立小中学校教

員の勤務実態調査で、多くの教員が過重労働

に陥っている実態が裏づけられた。私が勤務

する中学校でも、教員は授業以外に行事や事

務、部活動など、てんてこ舞いだ。土・日曜

日は、部活の練習や試合があったりして、年

間を通じて休みはほとんどない状態。過労死

の労災認定の目安とされる月８０時間以上超

の残業をしている人も少なくない。教員が多

忙で子供と向き合うゆとりがなくなれば、い

じめを見抜いたり、生徒の個性や長所を引き

出すことも難しくなる。子供が好きで希望に

胸を膨らませて教員になったものの、余りに

多忙で疲弊してしまっては、教員だけでなく

子供にとっても不幸である。政府や自治体は

学校現場の改善に本気で取り組んでもらいた

いとの、現場からの痛切な訴えが胸に迫りま

した。

また、このたび私は、八戸市総合教育セン

ターにお伺いし、平成２８年度から八戸市内

小中学校６７校で、校務支援システムを本格

運用している取り組みを御教示いただいてま

いりました。

八戸市での校務支援システムの導入への

きっかけは、平成２６年度に市内小中学校５

校を抽出して教職員の勤務実態を調査したと

ころ、文部科学省が調査した全国平均と比較

すると４７分も超過しており、また、時間外

勤務も、過労死の危険ラインとされる１カ月

平均８０時間を超えていることが明らかに

なったこととされています。

長時間労働が常態化している要因を見る

と、児童・生徒と直接かかわる時間よりも、

成績処理や各種調査の処理、報告書作成など

事務的な業務や学校運営に関する業務に多く

の時間が割かれている実態が浮き彫りにな

り、さらには、自宅への持ち帰りや休日出勤

も恒常的になっており、教職員が多忙感を抱

く一因となっていました。

八戸市教育委員会では、これらの状況を憂

慮し、諸施策の検討を進めてまいりました。

そして、新たに市全体共通の校務支援システ

ムを導入することで、教職員一人一人が明る

く健康的に勤務し、児童・生徒にしっかりと

向き合う時間が確保され、よりきめ細かな授

業及び指導が行われる教育環境づくりを進め

ていくこととされています。

本格運用が始まり１年が経過しました。研

修会やサポートを通して着実に理解が深まっ

てきており、各校でのシステムの活用頻度が

増すごとに、校務事務が効率的になったとい

う声が多く届くようになり、順調に活用が進

められているとのことでした。

改めて教職員の多忙化の改善こそが、教職

員が子供と向き合う時間の確保につながり、

教育活動の向上にもつながるものと考えま

す。

このような背景を踏まえ、次の２点につい

てお伺いします。

１点目として、市内小中学校教員の勤務実

態と多忙化解消に向けた取り組みについてお

伺いします。

２点目に、校務支援システム導入に向けて

の現状についてお伺いします。

以上で、私の一般質問を終わります。御答

弁をよろしくお願いいたします。

○議長（小比類巻正規君） ただいまの春日

洋子議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの春日議員

御質問の行政問題第２点目、オリジナルの婚



― 18 ―

姻届と出生届の作成については私から、その

他につきましては教育長並びに担当部長から

お答えをさせますので、御了承願いたいと存

じます。

婚姻届等の各種届出書については、法務省

民事局長通達によりまして標準様式が示され

ておりますが、近年は、ブライダル雑誌や文

具業者からアニメキャラクターを配置するな

ど、カラーデザインをされた届出書が配布、

あるいは販売されているほか、御当地キャラ

クターを配置した届出書を配布している自治

体もあると聞いております。

さて、ふるさとへの愛着につながるよう

な、当市の特色を生かしたオリジナルの届出

書の作成については、そのデザインの選定及

び届出書用紙の配布方法等を含め、先進事例

を参考にしながら検討してまいりたいと考え

ております。

私からは、以上であります。

○議長（小比類巻正規君） 市民生活部長。

○市民生活部長（繫 範雄君） 行政問題の

１点目、振り込め詐欺防止ポップアップシー

ルの配布についてお答えいたします。

近年、電話で親族、警察官等を装って、言

葉巧みに現金を振り込ませたり、直接会って

現金、キャッシュカードなどをだまし取る、

いわゆるオレオレ詐欺や、税金の還付等に必

要な手続を装って、人目につきにくい場所の

ＡＴＭを操作させ、預金をだまし取る還付金

詐欺などの特殊詐欺が発生している状況と

なっております。

このような中、当市では、市民を特殊詐欺

の被害から守り、暮らしの安全を確保するた

め、消費生活情報の提供や啓発活動を実施す

るとともに、消費生活センターを拠点とし

て、消費生活相談体制を充実させるなど、消

費者の保護及び被害の拡大防止に努めている

ところであります。

御質問の振り込め詐欺防止ポップアップ

シールの配布につきましては、以前より啓発

活動の一環として、振り込め詐欺防止のポッ

プアップシールつきやストップシールつきの

ポケットテッシュを市役所の窓口で来庁者の

皆様へ配布しているほか、三沢市赤十字奉仕

団が毎年開催しております、ひとり暮らし高

齢者会食会、高齢者を対象とした交通安全教

室など、各種イベント開催時や、防犯協会、

交通安全母の会の街頭活動の際にも配布する

など、注意喚起を促しているところでありま

す。

今後におきましても、引き続き防犯協会な

ど関係団体の皆様の御協力をいただきなが

ら、振り込め詐欺防止対策の推進に努めてま

いりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻正規君） 総務部長。

○総務部長（小泉富男君） 防災問題のエレ

ベーター用防災椅子の設置についてお答えい

たします。

エレベーター用防災椅子は、日常的に高齢

者や妊婦さん、あるいは体調の悪い方が椅子

として御利用いただけるほか、地震などの災

害時に自動停止するエレベーターの中に長時

間閉じ込められた場合、非常用救援物資とし

て飲料水やトイレットペーパーなどが収納し

てあり、非常用トイレとしても使用できるた

め、安心して救助を待つことができる防災用

具であります。

市立三沢病院にある最新のエレベーターに

は、閉じ込め防止のため、初期の地震波を感

知して最寄りの階で停止するＰ波感知型地震

時管制運転装置がついておりますが、現在の

本庁舎のエレベーターには、昭和４８年に設

置されたもので、毎年メンテナンスを受け、

部品交換などを行いながら今日に至ってお

り、最新の運転装置はついておりません。

地震などの強い揺れや停電が発生すれば停

止しますので、エレベーターの中に閉じ込め

られる可能性がございます。停止後は、非常

灯と非常呼び出し電話が予備のバッテリーに

より作動いたしますので、閉じ込められた場

合の状況は把握できる仕組みになっておりま

すが、救助については、最上部にあるモー

ターを手動で動かし、エレベーターのかごを
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乗り場近くまで移動させ、外側から扉を解錠

し、救出することになります。この作業は、

フィールドエンジニアが行い、サービスネッ

トワークにより、八戸市や青森市から駆けつ

ける体制になっております。

しかし、地震などの災害は、地割れや土砂

崩れなどにより道路が通行どめになる可能性

も考えられ、フィールドエンジニアの到着に

時間がかかることも想定されます。したがい

まして、長時間にわたり閉じ込められる場合

も考えられますことから、市庁舎への設置に

ついて検討してまいります。

以上でございます。

○議長（小比類巻正規君） 福祉部長。

○福祉部長（田面木るり子君） 福祉問題の

保育士の処遇改善策についてお答えいたしま

す。

国は、待機児童の早期解消のため、保育所

等の施設整備の拡充を図るとともに、保育士

不足の課題を解決するため、処遇改善による

人材確保の施策を進めてまいりました。

当市におきましても、安定した保育の提供

を行う上で、人材確保は最も大切であること

から、国の基準にのっとり、平成２５年度に

は約３％の賃金アップを開始し、毎年度、段

階的に処遇改善を実施してきたところでござ

います。

今回御質問の平成２９年度における処遇改

善策につきましては、現在、国が進めるニッ

ポン一億総活躍プランの第二の矢「夢をつむ

ぐ子育て支援」の中に定められております保

育人材確保のための総合的な対策として、平

成２９年度の予算に計上されたものでありま

して、その内容は大きく二つとなっておりま

す。

一つ目は、これまで実施されてきた賃金改

善の上積み及び保育の質の向上として、全職

員に対して一律２％のベースアップがなされ

るものであります。

二つ目は、保育士等のキャリアアップとい

たしまして、経験年数おおむね７年以上の職

員を対象に、副主任保育士や専門職リーダー

の職種を創設し、月額４万円の処遇改善を実

施するほか、経験年数おおむね３年以上の職

員を対象に、職務分野リーダーの職種を創設

し、月額５,０００円の処遇改善を実施する

ことが盛り込まれております。

現段階では、国からの要綱等が示されてお

りませんが、具体的内容につきましては、正

式な通知があり次第、各施設に対し説明会を

開催し、順次対応してまいりたいと考えてお

ります。

また、この制度は、施設の運営費に当たる

公定価格に組み込まれたものであり、継続的

に実施されるものでございます。

このことから、当市はもとより、全国的に

課題となっております保育士不足を解消する

ための一助となることはもちろんのこと、何

よりも保育現場で働く職員の皆様の就労意欲

につながるものであることから、市といたし

ましても、保育の充実や質の向上のための支

援に努めてまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻正規君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 教育問題の第１点

目、市内小中学校教員の勤務実態の多忙化解

消に向けた取り組み状況についてお答えいた

します。

文部科学省は、全国の公立小中学校から抽

出して、平成２８年１０月から１１月の連続

する７日間の勤務状況を調査し、平成２８年

度の教員勤務実態調査結果を速報値として公

表したところであります。

三沢市内小中学校教員の勤務実態について

は、当市教育委員会において、市内の教員の

勤務実態を把握するために、市内小中学校か

ら抽出し、平成２９年４月から５月にかけ

て、同様の勤務実態調査を実施しておりま

す。

その結果、１日の平均勤務時間は、中学校

教諭において、当市は１０時間５３分であ

り、全国の１１時間３２分と比較して３９分

減となっております。また、小学校教諭にお

いては、当市は１１時間１８分であり、全国
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の１１時間１５分と比較して３分増となって

おります。

さらに、勤務時間が週６０時間以上の教諭

の割合については、中学校教諭においては３

５.７％であり、全国の５７.７％と比較して

２２ポイント減となっております。小学校教

諭においては３１.８％であり、全国の３３.

５％と比較して１.７ポイント減となってお

ります。

次に、多忙化解消に向けた取り組み状況に

ついては、県教育委員会においても、教職員

の多忙化解消に向けた取り組みを本県教育施

策の重点としていることからも、県教育委員

会と連動し、平成２８年から３０年を期間と

する教職員の多忙化解消に係る取り組み工程

表を学校ごとに作成し、活用することとして

おります。

この取り組み工程表は、働きやすい環境の

構築、部活動における負担の軽減、成績処理

その他事務処理の効率化、外部対応における

負担の軽減の４項目を設定し、教員の勤務実

態等を把握し、学校で取り組むこと、教育委

員会で取り組むことという二つの視点から、

多忙化解消方策を掲げ、学校や教育委員会が

それぞれの立場から課題を捉え、具体的に改

善を図ることとしております。

第２点目の校務支援システムの導入に向け

ての現状についてお答えいたします。

八戸市は、民間企業作成の校務支援システ

ムを導入していますが、当市においては、県

総合学校教育センターが推奨し、無料で提供

されている校務支援システム、グループセッ

ション等を活用し、通知票、出欠管理、指導

要録、成績処理のデータ処理が段階的に実施

され、電算化が進んでおります。その中に

は、全ての校務をシステム運用し、電算化し

ている学校もあります。

今後、当市教育委員会においては、教員の

多忙化解消に向けた取り組みとして、県総合

学校教育センター等の校務支援システムに係

る出前講座の活用と各校の現状に即して、積

極的に校長会において周知し、当市における

教員の負担軽減に取り組んでまいりたいと考

えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻正規君） 春日議員。

○１２番（春日洋子君） 御答弁ありがとう

ございました。

質問順に再質問させていただきます。

はじめに、行政問題の振り込め詐欺防止

ポップアップシールの配布について、市民生

活部長より御答弁をいただきました。るるこ

れまでも各種さまざま対応されてきたという

ことは承知の上での今回の質問でございま

す。

私は、先ほど皆さんに御紹介を申し上げた

三沢警察所管内の２件、３００万円、県内２

７件、３,６００万円、この半年間で起きた

被害件数、金額を皆さんはどのように受けと

めましたでしょうか。私は、防止をするとい

う観点ではなく、撲滅をしていく、このこと

がとても大事だと、そういうふうに思ってお

ります。

ニュース、新聞等々、この報道を聞くたび

に、せっかく頑張って働いてきて蓄えてきた

そのお金を１円たりとも被害に遇わせてはい

けない、そんな思いを抱いてきたのは、もち

ろん私ばかりではないというふうに思ってお

ります。

先日もヒアリングの際、担当課職員より、

参考としてこのようなシールを拝見したとこ

ろであります。もちろんこれも有効だと思っ

ております。電話機に張って、常に目に触れ

てほしい、そして気づいてほしいということ

の取り組みではあるということも承知の上で

ありますけれども、これがもしかしたら慢性

化して、一つの風景のようになっていて、心

に響くものがあるのかな。もちろん否定をす

るものではありませんけれども、これも有効

な取り組みではあります。

今、私が今回、ポップアップシールという

ものを導入している自治体の効果というもの

を拝見したときに、受話器をとると「待て」

という手形が起き上がるわけです。そうする
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と、日常的に受話器をとる、用件に答えると

いうことになりますけれども、詐欺、こうい

う電話がかかってきたとき、インパクトがあ

るかどうか、はっと気づくものということで

は、このような手形、手が起き上がるわけで

すけれども、非常に心に、はっとするものだ

というふうに思っております。

市民生活部長からの御答弁では、これにつ

いてどうなのかなというような、理解ができ

ない内容でありました。さまざまに取り組み

をしてきました。御紹介をしていただいたの

は、もちろんありがたいことではありますけ

れども、今回の質問は、配布について、市と

しては配布を希望する方にはぜひしていくべ

きだというふうに、もちろんその方法として

は考えていただければというふうには思って

おりますけれども、加えてポップアップシー

ルの配布をし、より多岐にわたって、そして

限りなくゼロにするのだ、撲滅していくの

だ、そういう観点でありますので、この点に

ついての再質問に対する答弁をお願いいたし

ます。

○議長（小比類巻正規君） 市民生活部長。

○市民生活部長（繫 範雄君） 春日議員の

再質問、ポップアップシールの配布をしてい

くべきか、その方法は、加えて限りなく撲滅

を目指すべきだという再質問に対し、お答え

申し上げます。

先ほども御答弁申し上げましたが、ポップ

アップシール、それからシールつきのティッ

シュ、これを現実に配布しております。先ほ

ども御紹介いたしましたが、交通安全母の会

におきましては、年金支給日にあわせまして

スーパーなどのＡＴＭに出向いて、対面で声

がけをしながら配布をしているという状況で

もあります。

これまでも各種団体の協力を得まして配布

しておりますので、今後も限りなく撲滅を目

指して鋭意活動してまいりたいと考えており

ます。

以上でございます。

○議長（小比類巻正規君） 春日議員。

○１２番（春日洋子君） ただいまの再質問

に係る御答弁に対しての再々質問をさせてい

ただきます。

ポップアップシールと、部長、今お答えを

していただきましたけれども、確認でござい

ます。（シールを掲示しながら）このタイプ

でございますか。

これもポップアップシールということでは

ありましょうけれども、私の今回の手形の

「待て」という、これも「待て」という表示

はありますけれども、インパクトがないとい

うふうには申し上げませんけれども、今回の

狙い、再度の質問に対する趣旨に対して、手

形のということなのです。

皆さんもこちらのようなものを検索すれば

すぐ出てまいりますけれども、手形が起き上

がる。「待て」という、ストップをかけると

いうそういうことでございます。ポップアッ

プシールという表現は同様ではありますけれ

ども、私は、これに限定をして、これも加え

ていただきたい、加えるべきだ、そういうふ

うに思っているわけですので、それについて

の再々質問に対する答弁をお願いいたしま

す。

○議長（小比類巻正規君） 市民生活部長。

○市民生活部長（繫 範雄君） 春日議員の

ポップアップシールの再々質問に対しまして

お答えいたします。

手形型の、ぱっと起き上がるそういうシー

ル、以前にも三沢市としても「待った 詐欺

かも」という起き上がるタイプのポップアッ

プシールを以前に配布しておりましたので、

あわせて今後も続けてまいりたいと考えてお

ります。

以上です。

○議長（小比類巻正規君） 春日議員。

○１２番（春日洋子君） これについては、

改めてと思っております。

次に、行政問題のオリジナルの婚姻届と出

生届の作成について、市長より答弁をいただ

きました。市長より答弁をいただくというこ

とは、期待もありましたけれども、とてもシ
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ンプルな、さらりとした、検討してまいりた

いという答弁でありましたので、私としても

これに向けて非常にこだわりがある。ぜひ具

体に三沢市としてもこの作成に着手をしてい

ただきたい。

先進的な事例を参考にしつつ、三沢市なら

ではの、ただ新しくしてほしいというのでは

なくて、これが大きく言えば、導入している

自治体は、ふるさとに愛着を持っていただき

たい、そして遠からず定住化促進につなげて

いきたい。そういう表向きをただ変えるので

はなくて、そこには思いが深くあるわけで

す。ですので、検討してまいりたい、その真

意は積極的に検討してまいりたい、そういう

ふうに受けとめてよろしいでしょうか。再質

問にお答えをお願いします。

○議長（小比類巻正規君） 市長。

○市長（種市一正君） 再質問にお答えをい

たします。

積極的にという意味はあるのかということ

でありますが、いろいろ当市においてもさま

ざまな取り組みをしているわけであります

が、その辺は総体的に検討して、前向きに検

討したいと、このように思います。

以上であります。

○議長（小比類巻正規君） 春日議員。

○１２番（春日洋子君） ありがとうござい

ます。よろしくお願いいたします。

次に、防災問題のエレベーター用防災椅子

の設置について再質問させていただきます。

こちらの防災椅子は、既に県内で言います

と、青森市で導入されております。今は情報

の時代ですので、検索をしますと、どのよう

なデザイン、そして価格等も、その場ですぐ

に参考として調査することは可能であります

けれども。

積極的に私は有事に備える。市立病院には

最新型のこういうエレベーターということで

ありますけれども、市庁舎にかかわらず、公

共施設等々、さまざまなエレベーターの中

で、いざそのときにということを思い合わせ

ますと、備えが大事ということは、エレベー

ターのみならず、全てのものにこれがかか

わってくるものというふうに思っております

けれども。

そこで、実際に青森市で、資料等でもパソ

コン等でもすぐにデザインはイメージできま

すけれども、ぜひ青森市にでも足を運んでい

ただき、現物を見ていただくなり、このこと

も進めていただきたい。これも先ほどと同様

ですけれども、積極的な取り組みをという思

いでございますので、これについて、まずは

１カ所でも２カ所でも大事なところから、市

民の命を守るということでは、この取り組み

は必要だというふうに考えますので、これに

ついて再度、検討、前向きかというところで

ありますけれども、御答弁をお願いしたいと

思います。

○議長（小比類巻正規君） 総務部長。

○総務部長（小泉富男君） 防災問題の再質

問にお答えいたします。

現在、市にございますエレベーター、市の

関係庁舎にございますエレベーター、国際交

流スポーツセンターも含めまして１９台ござ

います。そのうち、閉じ込められる可能性の

あるエレベーター、古いエレベーターになり

ますけれども、そういったエレベーターが５

台でございます。あとは、最寄りの階で停止

しまして救出できるというふうになっており

ます。

その５台につきましては、市の本庁舎が２

台、別館が１台、そして公会堂１台、図書館

１台でございます。このうち、２９年度で図

書館が整備されるということで、図書館も心

配なくなります。そして、３０年度には公会

堂が整備されます。公会堂も大丈夫になりま

す。

したがいまして、残るは３台でございま

す。このうち、本庁舎に、できれば１台設置

してまいりたいなというふうに考えておりま

すし、青森市に行って現場を確認してまいり

たいと、そのように考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻正規君） 春日議員。
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○１２番（春日洋子君） ありがとうござい

ます。ぜひよろしくお願いいたします。

次の再質問は、福祉問題の保育士の処遇改

善策について再質問させていただきます。

国の処遇改善策については、非常に日本全

体で言えば、待機児童、保育士の不足等々に

さまざまに潜在的な有資格者、保育士さんが

また現場に戻ってこられるというような、さ

まざまないい条件になるかというふうに思っ

ております。

そこで、今回、再質問させていただきたい

と思っておりますのは、国の処遇改善の成功

事例、喜ばしいことではあるものの、一方で

現場の保育士さんからは、国はこういう改善

策を施していただいたけれども、現実に私の

手元に入るお給料は以前と余り変わらないと

いうような、なぜかそういう不満の声も聞か

れることがあるそうです。

その理由は、補助金の配付方法にあるとい

うことで、もちろん国からでございますか

ら、処遇改善のために支給された補助金は保

育士に直接渡されるものではないということ

です。国から県、県から自治体、保育所とい

う流れになるのかなというふうに思っており

ますけれども、保育園の経営者にまとめて支

給される、この点にあるというふうに考えら

れております。

このことから、東京都の自治体等では、補

助金の使い方を調査する動きが活発になって

いるということでした。保育士の賃金台帳の

提出を求めている自治体もある。このような

ことも、これは全国的なことで、本市がそう

だというふうに考えてのことではありません

けれども、全体的にはこういう事例もあると

いうことから、本当に実感できるということ

が、これまでもなされているかと思いますけ

れども、窓口としての市においてはどのよう

に、今申し上げた実態があるか、ないかとい

うことではないですけれども、このようなこ

とも含めて、どのように把握されているの

か、参考にお聞かせください。

○議長（小比類巻正規君） 福祉部長。

○福祉部長（田面木るり子君） 再質問の処

遇改善の配付の方法ということについてお答

えいたします。

市としましては、配付というか、実績につ

いての確認をしております。配付につきまし

ては、給付費として各施設のほうに配付をす

る形になっておりますので、施設型給付費、

いわゆる施設運営費として、全体のところに

盛り込まれて、施設のほうに渡る仕組みと

なっております。その中で、各施設のほうで

人件費、賄い費、教育費等にこれを充てて、

費用として使っているという状況でございま

す。それを受けまして、実績報告として市の

ほうに提出していただいています。

その中には、内訳表といたしまして、職員

一人一人に対する賃金改善支給額も確認して

おります。また、賃金改善の給与への反映方

法につきましても、基本給ですとか手当、賞

与、一時金など、施設によってそれぞれの方

法により支給しているというところも、実績

報告の中で確認をしているところでございま

す。

保育士等に対する処遇改善につきまして

は、申請、実績報告ともに市が確認し、県が

承認するという形になっておりまして、ま

た、さらに県による施設監査におきまして賃

金台帳等の確認がなされているという内容に

なってございます。

以上でございます。

○議長（小比類巻正規君） 春日議員。

○１２番（春日洋子君） ありがとうござい

ました。

再度申し上げますと、市ということではな

かったのですけれども、きちっとなされてい

るのかなと、あるいは残念なことがあるのか

なというようなことでございましたので、

今、理解させていただきました。ありがとう

ございました。

次に、再質問でありますけれども、教育問

題の教員の負担軽減策について、教育長より

詳しく御答弁いただきましてありがとうござ

います。
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先ほど我が三沢市、市内小中学校、全国平

均より云々、プラスである、マイナスであ

る。ですけれども、労働時間が超過している

ことの現実は、そのとおりでございます。数

字的に多い、少ないということで憂慮するの

ではなくて、もう既に蔓延している過重労働

が、ここ数年、以前からでありますけれど

も、そういう現状があるということも、私の

みならず皆さんも御承知のことではあります

けれども。

そこで、私も、国としても今年度から中学

校の部活動に向けて、先生は担任を持ちなが

ら、さまざまな学校の運営にかかわりなが

ら、多忙をきわめつつ、さらに授業を終え

て、さまざまな事務処理もありながらも、部

活動の顧問として、またさらに夜までかか

わっていくというふうな実態は、もちろん既

に皆さんも、そのとおりだということも御承

知だと思いますけれども。

そこで、１点目の多忙化解消に向けた取り

組みについてという観点で再質問させていた

だきます。

国としても、長時間勤務に拍車をかける大

きな要因の一つが部活動などの課外活動にあ

ると言われる状況を踏まえて、文科省は部活

指導の負担軽減をまずは図っていきたいとい

う趣旨で、今年度から、２０１７年度から外

部のコーチなどが大会に引率できる部活動指

導員を制度化した。

これももちろん、私もせんだって市内の小

中学校を訪問させていただき、先生にさまざ

まな現状も直接お聞きしてまいりました。こ

の制度は喜ばしいけれども、さてさて、先生

方としては、責任があるということで、万が

一にも子供に何かあったときに、責任の所在

はやはり教員にあるというふうな強い思いが

あるために、非常に助かるという反面、１０

０％任せきりというのはどうだろうというよ

うな、そういう危惧もお持ちなのだなという

ことも、そのときにお聞きして感じてまいり

ました。

今後、そういう安全面というところ、子供

たちの安全を確保しつつ、そして教員の部活

動に関する負担も軽減していくということ

で、国の指針、予算等も措置していただける

というふうに思っておりますけれども、市と

してできるところから進めていらっしゃるの

だなということも、先日、学校にお邪魔した

ときに、少しの部分は承知いたしましたけれ

ども、教育委員会としては、今後、国の方針

も踏まえながら、いかにして効果を上げてい

くというようなところが、今の段階でどのよ

うな御見解をお持ちなのか、参考にお聞かせ

いただきたいと思います。

○議長（小比類巻正規君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 春日議員再質問の

部活動指導員の配置、抜本的な充実だと思う

のですが、部活動業務の軽減について、今

後、具体的にどのように考えているのかにつ

いてお答えいたします。

このことについては、部活動指導員の配置

については、学校教育法に基づく学校職員に

位置づける省令が公布された部活動指導員制

度における配置促進等の進捗状況の推移を勘

案して、制度の活用に向けての検討、並びに

部活動業務については休養日の明確な設定等

を通じた部活動運営の適正化等の促進を学校

指導体制の基軸として、学校、市教育委員会

が共通認識のもと、適切に対処してまいりた

いと考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻正規君） 春日議員。

○１２番（春日洋子君） ありがとうござい

ました。ぜひ効果を上げて、ともによりよい

方向に進んでいければいいなというふうに

思っておりました。よろしくお願いいたしま

す。

そしてもう１点、教育問題の校務支援シス

テム導入に向けての現状について。

教育長からの御答弁の中で、さまざまな創

意工夫してということは、そのとおりでしょ

うというふうに納得しながらお聞きをさせて

いただきましたけれども、ちょっと私は専門

用語がきちっと理解できない部分もありまし
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たけれども、県からの校務支援システムのグ

ループセッションを活用して段階的にという

ことでありましたけれども、できるところか

らさまざま進めていらっしゃるということも

承知の上で、それでもまだまだそこに、もち

ろん理想的ということは難しい。でも、限り

なくそれに近づいていく、先生方も本当に心

身ともに健康でお仕事をしていただきたいと

いう、そのことも思いつつ御答弁をお聞きし

ておりましたけれども。

再度申し上げさせていただきますと、やは

り私が今回、２度目の質問でございました、

八戸市での校務支援システム。せっかく、す

ぐ行けるところです。私も新聞等々でも拝見

してきましたけれども、やはり現地に行って

先生方の、どのようなところから、さまざま

なセキュリティーの問題等々も、もちろん八

戸市は既にサーバーがあったということで、

そしてそこから進むことがなされたというこ

とだろうというふうに理解させていただきま

したけれども、校務支援システムは、従来、

三沢市も個別に作成、開示してきた住所や生

年月日といった児童生徒の個人情報や出席情

報、成績処理、通知書、指導要録、生活記録

などを電子保存できるようになっているとい

うことです。これが非常にポイントかなとい

うふうに思いました。

そして、一度入力したデータを校務にかか

わる全ての箇所に反映させることが可能と

なったことにより、重複作業がなくなり、教

職員の事務作業が大幅に削減されたとのこと

でした。

私なりに思いますと、幾つかのデータを作

成する必要があって、今までは個々に一つ一

つやっていたものが、一元管理ということで

す。それを全部反映させていけるということ

は、もちろん素人的にも、いかに削減される

ことなのかなというふうに感じました。

そして、導入に当たって、先ほど申し上げ

ました、最重視したことは、情報漏えいを防

ぐための安全対策、セキュリティーの面で

あったというふうにされているということで

すけれども、２８年４月、本格運用に至るま

で、八戸市では、市内全小中学校に向けて、

まずは先進研究校を指定して、そしてしっか

りとした、１００％安全面が確保されたとい

うことを確信を持ってスタートした。

そこに至るまで、さまざまなことも学んで

まいりましたけれども、ぜひこのような、八

戸市の取り組みにこだわっているように聞こ

えるかもしれませんけれども、せっかくそこ

の取り組みが今、軌道に乗っている、効果を

上げつつあるという自治体がすぐそこに、八

戸総合教育センターさんがあるわけですの

で、三沢市でも積極的にこちらの研修をして

いただきたい。１年２年ではできないでしょ

うけれども、その思いを持ってできるところ

から進めていただきたいということはもちろ

ん願っておりますけれども、ここにいるだけ

ではなくて、研修につなげ、そしてまた、将

来の削減につながるような、効果を上げるた

めの施策をというふうにするべきだというふ

うに私は思っております。この点についてい

かがでしょうか。

○議長（小比類巻正規君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 春日議員再質問

の、当市において八戸市で導入している同様

の機能を持つ校務支援システムを整備する考

えがあるのかと、または、予定があるのかと

いうことについてお答えいたします。

このことについては、春日議員御提言の趣

旨も踏まえ、今後においては八戸市で実際整

備しているように、専用回線ネットワークや

自治体独自の校務支援システムの構築、つま

り、一元化したシステムの構築、そして、

データセンターの設置やシステム管理者の配

置などの可能性など、多くの検討が必要であ

ると考えております。並びに、各学校の現状

を踏まえた学校現場からの意見・要望に適切

に対処することや、大幅な効率化の効果の検

証が必要だと考えていることから、段階を踏

みながら継続して検討してまいりたいと考え

ております。

以上でございます。
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○議長（小比類巻正規君） 春日議員。

○１２番（春日洋子君） ただいま教育長よ

り再質問に対する御答弁をいただき、ありが

とうございました。

そこで、最後に副市長にぜひその思いをお

聞きしたい。といいますのは、私は、教育委

員会につながる小中学校、教育現場の方たち

は、本当に校務支援システム、ここありきで

はありませんけれども、どれほどの思いを持

ちながら、子供たちのために本当に寝食を忘

れてまでとは言いませんけれども、どれほど

の思いで日々奮闘してくだっているのか、あ

りがたいことだけれども、ありがたいと同時

に、市としてもそのことをバックアップして

いかなければならない。

教育委員会が最大に理解をし、進めようと

しているならば、市としても、それは理解を

示してバックアップをするということは、予

算をということになりますので、私は一朝一

夕にはならないだろう、難しいかもしれない

けれども、先日の研修の折にお聞きましたと

ころ、八戸市の教育長は、常々、教育現場を

経て教育長に就任され、先生方の働き方改革

を、本当に労働環境について心を痛めていた

そうです。そして、教育長に就任されてか

ら、まずは第一の着手は教職員の労働環境を

改善することが教育の質の向上につながる、

そういうことを考え、どうにか教職員の多忙

化を解消できないか検討していた中で、校務

支援システムを導入することとしました、こ

ういうことです。

これは、このもとになったのは、教育委員

会、教育長でありましたけれども、その思い

を受けて、予算をつけて導入に至ったという

のは、執行部、財政部局の大きな理解とバッ

クアップがあったからこそなされたものとい

うふうに思っております。そういう観点か

ら、ぜひ副市長から再々質問に対する御答弁

を……。（発言する者あり）まずは副市長、

お願いします。

○議長（小比類巻正規君） 副市長。

○副市長（米田光一郎君） 突然の御指名で

戸惑っております。

教育環境をよくするために、市としてバッ

クアップしていただきたいと。そのために

は、何といっても予算だというお話でござい

ますが、予算については査定に段階がござい

まして、教育委員会の担当者から財政の担当

者が直接ヒアリングするのが第１段階でござ

います。その後、課長補佐、課長まででほと

んど決まります。その後、部長査定がありま

して、その後に市長の査定があります。市長

査定に私も同席します。

ただ、予算の適正配分につきましては、財

政の担当者が多方面から研究して、ほかの事

例も見てやっておりますので、そのことを信

じております。ただ、いいものであれば、

我々も研究してアドバイスをしたいと、この

ように考えております。

以上であります。

○議長（小比類巻正規君） 以上で、春日洋

子議員の質問を終わります。

この際、午後１時まで休憩といたします。

午前１１時３８分 休憩

────────────────

午後 １時００分 再開

○議長（小比類巻正規君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

ここで、議長を交代します。

○副議長（太田博之君） 議長を交代しまし

た。

それでは、一般質問を次に移ります。

遠藤泰子議員の登壇を願います。

○５番（遠藤泰子君） ５番遠藤泰子でござ

います。通告に従いまして、一般質問いたし

ます。

今回の質問は、移住・定住化促進を見据え

た今後の観光行政の取り組みについてお伺い

いたします。

御承知のとおり、日本の人口は、２００８

年をピークとして人口減少が続いております

が、我が国の人口減少の問題は、単に人口が

減少するだけではなく、地方から都市部に流

出する、いわゆる東京圏一極集中が同時に進
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行しているという問題があり、地方にとって

は厳しい現状があります。

我が三沢市も平成２９年３月末の人口が３

万９,８４７人となり、４月末には４万人を

回復したとのことでありましたが、年々人口

減少が進んでいる状況の中で、定住化促進の

ため、さまざまな角度から施策あるいは効果

的な事業を市全体一丸となって加速化させる

必要があると考えております。

人口減少は、地域経済の規模縮小、深刻な

人手不足、住民の経済力低下、そして、地域

社会が基盤維持困難となることを意味してい

ます。

地方創生戦略の目指すところは、人口減少

が地域経済の縮小及び地域経済の縮小が人口

減少を加速させるという負のスパイラルを断

ち切り、仕事が人を呼び、人が仕事を呼び込

む好循環の確立であります。まち・ひと・し

ごと創生に向けての総合戦略を全力で取り組

まなければなりません。

さて、人を呼び込む好循環ですが、都市部

に居住している人の約４割が、仕事等の条件

がかなえば地方への移住を希望するとの、移

住に関する調査結果もあります。

そして、平成２７年度に行われた国土形成

計画の推進に係る世論調査では、希望する移

住先の候補地として、自分や配偶者の出身地

を希望する方が３３.１％と一番多く、テレ

ビやインターネットなどの情報で魅力を感じ

ている地域が２４.５％、過去に観光などで

滞在した地域が２１.８％という結果が出て

おり、移住先候補地として、観光地が上位に

位置しております。

岡山県新見市では、地域再生計画の名称を

「～観光から移住へ～新見市定住者確保推進

計画」としており、その目標として、移住・

定住支援事業と地域支援を活用した観光振興

事業を一体的に実施することにより、観光か

ら移住、移住から定住へと着実に人口増を図

ることに加えて、個々のライフスタイル、ラ

イフプランに合わせた支援を実施し、若者が

安心して幸せに暮らせるまちづくりを進めて

おります。

定住化促進については、それぞれの自治体

が工夫を凝らしながら対策を進められている

と思いますが、移住先として選ばれるために

は、観光面からのアプローチも検討すべきで

はないかと考えさせられたところでありま

す。

さて、日本政府観光局推計の２０１６年１

月から１２月までの来日外国人旅行者数は、

前年比２１.８％増の２,４０３万９,０００

人となり、過去最高を記録したとのことでし

た。国別では、中国からの旅行者数が６３７

万人、韓国からが５０９万人、台湾が４１６

万人、香港が１８４万人、アメリカが１２４

万人の順となっております。

このようにインバウンドが伸び続けている

状況の中で、観光施策推進に当たっては、効

果的なＰＲのほか、観光資源の充実、継続し

たブラッシュアップが欠かせない取り組みで

あり、海外の情勢、外国人旅行者の志向など

を見きわめながら進めていく必要があると思

います。

三沢市には、寺山修司記念館、斗南藩記念

観光村、県立三沢航空科学館などの集客施設

があります。また、特産品としては、ゴボ

ウ、ニンニク、ナガイモ、スルメイカ、ホッ

キ貝などの農水産物もあります。また、イベ

ントも、航空祭をはじめアメリカンデー、三

沢まつり、七夕まつりなど、他市町村にはな

いイベントを数多く実施されています。

私は、三沢市は総じて観光に力を入れてい

るまちであると思っています。集客施設の運

営、お土産品開発、イベントの実施、それぞ

れの関係者が改善を重ねながら、努力を積み

重ねておられると思います。

しかしながら、市内の人口減少が続く中、

頑張っておられるそれぞれの関係者の方々の

高齢化の問題や施設の老朽化への対策なども

あり、これからの観光振興を進めていくため

には、将来的に見ても多くの課題があるので

はないかと感じています。

三沢市総合振興計画後期基本計画上の観光
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振興に係る基本的方針は、「三沢市の既存の

観光資源の磨き上げを図るとともに、新たな

観光資源の創出を図り、総合的な観光施策を

展開します。また、市内に点在する観光資源

とまちなか観光との連動や周辺観光地と連携

を図るなかで、滞在型観光を推進します。」

としています。

また、「観光客の増加を図るため、効果的

な観光振興に努めるとともに、既存の観光資

源の磨き上げや新たな資源の掘り起こしに取

組む必要があります」「市内に点在する観光

施設とまちなか観光を連動させることで、観

光客の誘致を推進する必要があります」「地

域の特性や魅力を全国に向け発信する必要が

あります」「特産品、土産品などの開発やブ

ランド化を進める必要があります」など九つ

の課題を挙げております。

１点目の質問は、三沢市総合振興計画後期

基本計画のうち、観光の振興についての基本

的方針を進める上で、これまでの課題への取

り組みについてお伺いするものであります。

次に、各種イベントの課題と解決のための

方策についてお伺いいたします。

先ほど申し上げましたように、三沢市内で

は多くのイベントが行われております。多く

の方々の支えがあって実施されているものと

思います。

私もこれまで多くのイベントに参加してま

いりましたので、企画、作製、安全対策、後

片づけなど、運営の大変さについてはよく理

解をしております。成功まで導くことは本当

に大変なことであると思います。

各イベント実施に当たっては、運営スタッ

フの高齢化やマンネリ化、参加者の減少、集

客力の低下など、それぞれイベントごとに課

題もさまざまあり、御苦労されながら行われ

いると推察しております。市としてもより魅

力あるイベントにするため、実施手法の検証

をしているものと認識しておりますが、主催

者だけでは解決できない課題もあると思いま

す。

２点目の質問は、各種イベントの課題と解

決のための方策についてお伺いいたします。

次に、斗南藩記念観光村の今後の事業展開

についてお伺いいたします。

斗南藩記念観光村の運営につきましては、

これまでも先輩議員の方々から数回にわたっ

て一般質問があったものと伺っております。

このエリアには、道の駅としての役割、子供

が遊べる遊具類、動物との触れ合い、歴史を

学ぶ施設など多くの機能が混在しています。

あれだけの規模の面積、遊具の種類は、道の

駅としての比較で見れば非常に整備された施

設であると思います。しかしながら、まだま

だ自慢できる観光施設には成長していないの

ではないかと思っています。

先日、斗南藩記念観光村に行き、２０１７

年版の「来て！みさわ」を片手に施設全体を

見学してまいりました。土曜日の午前１１時

ころでしたが、駐車場に車が３台ほど。くれ

馬ぱーくに入ると、食事をしているお客さん

が２人、厨房には５人ほどのスタッフ。販売

しているものを見て回ると、産直コーナーの

野菜類の棚は空っぽのところも多く、何か買

おうかなと思いましたが、ちょっと欲しいも

のが見当たらない。申しわけなかったのです

が、何も買わず外に出ました。

パターゴルフ場に向かうと、黒くなった人

工芝、ちびっ子動物ランドはトナカイ１頭と

ヤギ１頭のみ、ウサギはいませんでした。

「来て！みさわ」のパンフレットに掲載され

ている内容とちょっと違うなと思いながら、

ゴーカート場に移動、係員の方に、においが

大変ですねと尋ねたら、きょうはいいほうで

すよとのこと。

六十九種草堂に入り、以前と変わっていな

いことを確認し、先人記念館へ移動。青森市

から来たと言う施設めぐりをしている方は、

立派な施設なのにもったいないねと話してい

ました。

十数年前、施設が新しかったころ、子供た

ちを連れていき、パターゴルフもしました。

動物にも触れさせ、ゴーカートでも遊ばせて

いました。多くの家族連れ、子供たちだけで
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なく、カップルの来場者も見受けられたと記

憶しています。

斗南藩記念観光村もオープンして２０年以

上経過し、設備が老朽化しております。「来

て！みさわ」のパンフレットに記載されてい

る内容と実際の現場とのずれも生じておりま

す。今年度の予算を見ても６,１００万円余

りの予算が計上されている状況の中、いま一

度、斗南藩全体の見直しを検討する時期に来

ているものと思います。

３点目の質問は、斗南藩記念観光村の今後

の事業展開についてお伺いいたします。

御答弁よろしくお願いいたします。

○副議長（太田博之君） ただいまの遠藤泰

子議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの遠藤議員

御質問の観光問題第３点目、斗南藩記念観光

村の今後の事業展開については私から、その

他につきましては経済部長からお答えをさせ

ますので、御了承願いたいと思います。

斗南藩記念観光村は、広大な敷地におい

て、廣澤安任をはじめとする先人を顕彰する

とともに、観光客や市民の方々の憩いの場を

提供し、地域の特産品をはじめとする観光商

品等を販売するなど、当市の北部地区におけ

る観光拠点施設となっております。

施設の利用促進を図るために、利用度の高

いゴーカートやバッテリーカーについては、

その都度必要な更新を図るとともに、半日共

通券を発行するなど、長時間滞留していただ

く施策を講じております。

また、先人記念館においては、特別企画展

を開催するなど、適宜関心を高める事業を実

施しており、施設内のイベントにつきまして

も、地域代表者との話し合いを持ち、今年度

から地域住民がよりかかわりの持てるイベン

トを企画しております。

くれ馬ぱーくにおきましても、今年、オー

プン１０周年を迎えることから、県内の道の

駅との連携を図り、利用促進に向けた記念イ

ベントを予定しております。

しかしながら、オープンから２２年目を迎

え、オーブンフィールドなどの遊具等の老朽

化、あるいは小動物園などにおいては、生き

物の高齢化や防疫体制など、維持管理におけ

る課題が顕在化してきたところでもありま

す。

今後は、これらの課題を踏まえ、施設や地

域の特性を生かした事業展開を指定管理者と

地域住民、さらには地域の企業とともに十分

に協議し、進めてまいりたいと考えておりま

す。

私からは、以上であります。

○副議長（太田博之君） 経済部長。

○経済部長（山本 優君） 観光問題の第１

点目、観光振興への取り組み状況についてお

答えいたします。

当市には、三沢基地が所在することで生ま

れた人的交流や文化、食、景観などをはじめ

とし、豊かな自然、良好な農水産物、特色あ

る観光施設やイベントなど、多彩な観光資源

が存在しています。これら資源の磨き上げを

図るとともに、受け入れ態勢を整え、その魅

力を効果的にＰＲしていくことを、総合振興

計画の中で課題として掲げているところであ

ります。

その課題解決の取り組みといたしまして、

特にまちなかにおいては、スカイプラザミサ

ワやアメリカンバーなどを中心に、アメリカ

ンデーやハロウィンフェスタなどのイベント

や御当地グルメなども生かし、アメリカンな

まちをテーマとしたイメージ展開を図ってき

ております。

また、その他の観光資源についても、磨き

上げや新たな発掘を行いながら、特に滞在型

や体験型の観光につなげられるよう取り組ん

でいるところであります。

なお、観光振興を図る上で効果的なＰＲの

実施が必要不可欠なことから、公式観光ガイ

ドブックと称し「来て！みさわ」を発行し、

これを毎年リニューアルしてきたところであ

ります。
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そのほか、トップセールスをはじめとし、

観光ＰＲイベントの実施や参加などを行う

中、マスコミや旅行会社などにも働きかけ、

多くのテレビ番組や旅行雑誌などにも取り上

げていただくなど、魅力の発信や認知度向上

にも取り組んできたところであります。

受け入れ態勢につきましても、観光ガイド

養成セミナーや無料観光バスの「ぐるっとバ

ス」への支援などを実施し、その充実に努め

てまいりました。

また、このような取り組みを実施する中、

より経済効果を上げられるよう特産品のブラ

ンド化やお土産品の開発促進にも取り組み、

現在は大幅な需要の伸びが見込まれるインバ

ウンド対策の充実にも努めているところであ

ります。

なお、観光客に外部の新鮮な目で地域の魅

力を捉えていただくことは、地元の住民にも

その魅力を改めて再認識していただく機会と

もなることから、住みたい・住み続けたいと

思えるまちづくりを進める観点からも、観光

の推進を図ってまいりたいと考えておりま

す。

次に、第２点目の各種イベントの課題と解

決のための方策についてお答えいたします。

各種イベントには、それぞれにその時々の

課題がありますことから、イベントごとの独

自性を生かした形で課題解決を図っていく必

要があります。

なお、イベントの課題解決に当たっては、

関係者の主体性が何より重要だと考えており

ますので、その主体性を失わないよう、市と

いたしましても関係団体と十分に話し合い、

その中で課題解決に向けた支援を行うなど、

魅力的かつ効果的なイベントの開催に努めて

まいりたいと考えております。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 遠藤議員。

○５番（遠藤泰子君） 御答弁ありがとうご

ざいました。

ただいまの１点目の、部長より答弁いただ

きましたけれども、「来て！みさわ」を毎年

リニューアルしてＰＲを図っているというこ

とではありましたけれども、実際にＰＲして

いる中身は、毎年毎年やっているのはすばら

しいことだと思いますけれども、中身の部分

とか、観光施策の内容のほうをもっと充実で

きるような対策も必要ではないかと思ってお

ります。そのことによって、リピーターの確

保とか、今後の観光の拡大などにつながるの

ではないかと思っております。

「来て！みさわ」もＰＲをやっているので

すけれども、その活用等について、先ほどイ

ンバウンドについての対応も考えております

というお話でしたけれども、もう少し具体的

にインバウンドの対応についてお話しいただ

ければと思いました。お願いします。

○副議長（太田博之君） 経済部長。

○経済部長（山本 優君） ただいまの御質

問のインバウンドに対する対策についてお答

えいたします。

「来て！みさわ」に関しては、日本語版だ

けになっております。それにかわるものとし

て、こういう形で中国語版と英語版、こうい

う形のリーフレットを作成し、主な観光施

設、それから食、イベント等を紹介させてい

ただき、観光の紹介をさせていただいており

ます。

また、インターネット上において、三沢市

の補助事業で商工会が開設した三沢モバイル

というサイトがございますが、その情報発信

に当たって、日本語版ばかりではなく、英語

においても検索できるように配慮し、インバ

ウンド対策を講じております。

今後は、今議会の一般会計で計上しており

ますインバウンド来訪客獲得事業において、

外国人宿泊客のニーズ調査などを実施し、そ

の結果を踏まえ、より的確な旅行商品の開発

を図るとともに、情報発信及び受け入れ態勢

の充実にも努めてまいりたいと考えておりま

す。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 遠藤議員。

○５番（遠藤泰子君） 御答弁ありがとうご
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ざいます。

今後もいろいろな取り組みに積極的に取り

組んでいただけるということで、今後もよろ

しくお願いしたいと思います。

次に、３番目の斗南藩記念観光村、今後の

事業展開についてですけれども、今後の取り

組みとして、先ほど市長のほうから、地域の

方々から意見を聞いたりとか、地域の方々等

ということのお話がありましたけれども、

行ってみて、逆に利用者というか、利用した

地域の人たちは、見えてこない部分だったり

とか、言えていない部分とかというところも

あるかと思いますので、今後は地域だけでは

なく、大きく利用者の方とかいろいろな方か

ら意見を聞くとか。

また、道の駅というのは、全国的にもあち

こちあると思うのですけれども、そういうと

ころを成功させた方をこちらのほうに招聘す

る必要もあるのかなと思っております。

地域の狭い範囲だけではなくて、いろいろ

な意見を聞きながら、大局的な観点から幅広

い意見を聞いて、自分たちのストロングポイ

ント、または、逆にウィークポイントは何な

のかというところを洗い出していって、課題

に取り組む必要があるかと考えますけれど

も、その辺についてはどのようにお考えで

しょうか。

○副議長（太田博之君） 経済部長。

○経済部長（山本 優君） 道の駅の利用度

を高め、魅力発信をしていく、そういう施策

を今後どのようにやっていくのかということ

についてお答えいたします。

先ほど言いましたように、今現在、イベン

トも含めて、地域の方々に、まず地域の施設

に誇りを持っていただき、より利用度を高め

るという意味合いから、一緒に会議を開き、

どういうことをやっていったらいいのかとい

うことを検討させていただいております。

その一環として、今回、今までやっており

ましたファームフェスタや斗南藩ウインター

ファンタジーなども見直しをかけ、そして新

しいイベントをやっていくということになっ

たわけでございます。

そういうようなことを含めて、見直しをよ

り多くの方々に参加していただいて、いろい

ろな方々が携わって、道の駅を魅力的にして

いくという形にしたいと思っております。

なお、利用者の意見ということについて

は、現在、指定管理者制度の中で、年に１

回、利用者アンケートというものを実施し、

そのアンケート結果を施設運営に生かしてい

くという形をとっております。

また、同時に、斗南藩記念観光村において

は、指定管理者が独自にではありますが、年

間を通じて利用者の意見を投書していただ

く、そういう投書箱を置いて、それらも施設

の利用改善に生かしているところでございま

す。

いずれにいたしましても、ほかの魅力的な

といいますか、利用度が高い施設に比べます

と、先ほど調査といいますか、行った際に利

用者が少なかったと。日によってはかなり多

い日もあるのですが、そういう状況もござい

ますので、利用促進を図るためのいろいろな

施策を、専門的な見地の方を含め、多くの

方々の意見をいただき、改善に努めてまいり

たいと思っております。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 遠藤議員。

○５番（遠藤泰子君） 答弁ありがとうござ

います。

私、実際に斗南藩のほうに行ってみて、

やっぱり一番感じたのはにおいです。ウィー

クポイントというか、課題はそこのところで

はないかなと思います。

例えば斗南藩でもっとほかに何かできるこ

とがないかなと考えたときに、三沢バーベ

キューも発祥していますし、すごく盛んです

し、バーベキューもいいのではないか。ばら

焼きも、もともと、ばら焼きって十和田にと

られているみたいだけれども、こっちのほう

がいいのではないか。ばら焼きもできるので

はないかとか、どこかの地区では牧場でアイ

スクリームをやっているから、ソフトクリー
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ムもいいのかなと考えたときに、どうしても

そこでひっかかるのは、その場所でそれを食

べるということにひっかかるのかなというと

ころが感じました。

昨年、三沢市町内会長会議の中での、北部

地区の町内会連絡協議会のほうの要望書の中

でも、やはり悪臭問題についての改善要望と

いうのが出されているかと思います。これは

継続ということで、多分長年ずっと出されて

いることだと思います。

地域の人とお話もしますということの話

で、改善に取り組みますというお話でありま

したけれども、やっぱりそこの本当にちょっ

としたところだけではなく、もっと全体的な

ことを見た上での改善ということを踏まえ

て、今後、検討していただければいいかなと

思っています。その点についてどのように考

えがあるか、お伺いします。

○副議長（太田博之君） 答弁願います。

経済部長。

○経済部長（山本 優君） 斗南藩記念観光

村の利用促進を図る上で、におい問題が大き

な課題ではないか、これに対する取り組みは

どうしていくのかということについてお答え

いたします。

斗南藩記念観光村の利用促進ばかりではな

くて、地域一帯を魅力ある、誇りを持てる地

域にしていこうということで、四、五年前か

ら北三沢活性化協議会というものを設置し、

その中でいろいろな課題を解決しながら、誇

りを持てる地域というものをどういうふうに

してつくっていくのかということを話し合っ

てまいりました。その中では、当然のことな

がら、今言ったにおい問題も出ておりまし

た。そして、これが大きな課題なのだという

ことは出ております。

しかしながら、一方では、地域における産

業の大きな柱の一つが畜産ということになり

ます。これの推進も図りながら、なおかつ地

域の方々が誇りも持てるような住みよい地

域、これをつくるためにということで、いろ

いろな視点で話し合いをしながら、これから

もまた、もう一度そういう会議を開きましょ

うということにしております。

その中で、やはり一番課題になっているの

は、どういう形でやっていけばいいのかとい

うことを、両方でテーブルに着いた形で話し

合っていく。そのためには、ただ単ににおい

がどうのこうのということでなくて、どうい

う形にすることによって、いい地域がつくら

れていくのか、地域をある意味ブランド化し

ていく、そういう取り組みを全体で、におい

という一つの課題を題材にしながらやってい

こうということを、そのときには解決の方向

として出しております。

したがいまして、今後もそういうような形

で地域と話し合いながら、企業とも話し合い

ながら進めてまいりたいというふうに考えて

おります。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 以上で、遠藤泰子

議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

下山光義議員の登壇を願います。

○４番（下山光義君） 拓心会の下山光義で

ございます。通告に従いまして、一般質問を

させていただきます。

最初に、健康問題について質問をいたしま

す。

近年、いろいろなストレスを抱えて生活し

ている現代社会において、さまざまな病気の

原因の一つとして、ストレスが大きく取り沙

汰されるようになっており、その中でも鬱病

などの心の病と言われる病気は、特に大きな

社会問題となっております。この病気は、子

供から大人まで誰もが患う可能性があり、時

として重大な結果を招くことさえあります。

本市におきましても、平成２５年度健康み

さわ最終アンケートでは、ストレスを毎日感

じている市民が約４割いると報告されてお

り、心の病気などの知識の普及啓発ととも

に、早期に適切な対応につなげる体制づくり

が急務であるとされております。

このような中、本市では、平成２６年度を
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初年度とし、平成３５年度までの１０年間を

計画期間とする三沢市健康増進計画「第２次

健康みさわ２１計画」を平成２７年３月に策

定し、全ての市民がともに支え合い、健康で

助け合うまちを最終目標と定め、各施策を推

進していくこととしております。

そして、この施策を推進するに当たり、九

つの領域として、一つ「栄養・食生活」、一

つ「身体活動・運動」、一つ「飲酒」、一つ

「喫煙・ＣＯＰＤ」、一つ「歯・口腔の健

康」、一つ「がん」、一つ「循環器疾患」、

一つ「糖尿病」、一つ「こころの健康」を軸

とし、健康づくり推進体制や環境整備に取り

組まれていることと思います。

そこで、この九つの領域から、１点目とし

まして、心の健康対策としてどのような施策

が行われ、どのように取り組みをされている

のか。２点目としまして、身体活動・運動の

推進対策として具体的にどのようなことが行

われているのか。

以上の２点についてお伺いします。

続きまして、スポーツ問題について質問い

たします。

ここ３０年ほどの間に、全国で普及したス

ポーツにパークゴルフがあります。このス

ポーツは、１９８６年に北海道幕別町の行政

マンにより考案されたものであり、現在、全

国に１３０万人の愛好者がいると言われてお

ります。しかしながら、本市での知名度は低

く、パークゴルフははじめて聞くという方も

多いのではないでしょうか。

そこで、パークゴルフがどのようなスポー

ツであるのか簡単に説明させていただきま

す。

パークゴルフは、ゴルフとグランドゴルフ

を参考に改良を加えて考案されたスポーツで

あり、コースは、一ホールの長さが２０メー

ターから１００メーター、幅が５メーターか

ら２０メーターと規定されており、１８ホー

ルをプレーして１ラウンドとなります。ま

た、１８ホールの合計の長さは１,０００

メートル以内、歩数にして約２,０００歩が

基準となっております。

競技方法は、一ホールごとに、長さに応じ

て規定打数があり、１８ホールの合計打数を

競います。プレースタイルは、４人一組でプ

レーするのが最適とされ、コース上を歩いて

プレーします。ボールは専用クラブで打ち、

転がして前進させ、カップインさせます。

このように、パークゴルフは、自然の中を

歩いてプレーするゴルフのだいご味と、子供

から高齢者まで、誰もが簡単にプレーを楽し

めるグラウンドゴルフの手軽さを融合させた

ようなスポーツであります。

そして、パークゴルフには、プレーをする

ことでさまざまな波及効果があることも報告

されております。特に、健康維持や健康促進

では大きな効果が認められており、三重県志

摩市が三重大学に依頼し行った、パークゴル

フの健康に及ぼす効果に関する研究では、健

康への効果として、高血圧症、心筋梗塞、動

脈硬化、糖尿病の予防・改善が認められ、健

康度の向上、クオリティ－・オブ・ライフの

改善、生活満足度の向上といった効果が得ら

れると報告書で報告されております。

また、このスポーツは、誰でもが簡単にプ

レーできることから、孫、親、祖父母の３世

代交流や地域住民同士の交流などのコミュニ

ケーションスポーツとして有効であり、それ

が地域コミュニティー促進にも大きな効果が

あると言われております。

そこで、以上のような観点から、本市では

パークゴルフというスポーツの普及促進にど

のような見解を持っておられるのか、お伺い

します。

以上をもちまして、一般質問を終わらせて

いただきます。御答弁をよろしくお願いいた

します。

○副議長（太田博之君） ただいまの下山光

義議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの下山議員

御質問の、スポーツ問題のパークゴルフとい
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うスポーツの普及促進については私から、健

康問題につきましては市民生活部長からお答

えをさせますので、御了承願いたいと存じま

す。

パークゴルフは、誰もが気軽に楽しむこと

ができる生涯スポーツとして、高齢者を中心

に発展し、健康志向の高まりなどから、年々

愛好者数も増加傾向にあり、国内においても

１,４００以上ものコースが整備されている

と認識しております。

また、パークゴルフにおける効果といたし

ましては、高齢者の医療費削減、新たなコ

ミュニティーの形成、地域内からの移動によ

る経済効果などがあると考えております。

しかしながら、当市におきましては、現時

点ではパークゴルフの認知度は決して高いと

は言えず、活動機関となる組織もないことか

ら、市内のスポーツ団体に比べると愛好者数

や活動実績も少ないものと感じております。

市といたしましては、パークゴルフは幅広

い年齢層の方々が競技することができ、高齢

者の健康増進にもつながる生涯スポーツであ

ることから、スポーツ機会の充実を図るため

に、今後も情報の収集あるいは提供・発信に

努めてまいりたいと考えております。

私からは、以上であります。

○副議長（太田博之君） 市民生活部長。

○市民生活部長（繫 範雄君） 健康問題に

ついてお答えいたします。

当市では、全ての市民がともに支え合い、

健康で助け合うまちの実現のため、平成２７

年３月に、三沢市健康増進計画「第２次健康

みさわ２１計画」を策定し、健康づくりの戦

略として九つの領域を設定し、さらに、市民

の健康課題の中で優先度の高いがん、糖尿

病、心の健康を三つの重点課題とし、効果的

な施策の推進に努めております。

御質問の第１点目、心の健康対策としてど

のような施策が行われ、どのような取り組み

がなされているかについてでありますが、ス

トレスを抱えることが多くなっている現代社

会において、心の病気を予防するための相談

体制の充実や正しい知識の普及を目指して、

ライフステージに応じた事業を実施しており

ます。

はじめに、相談体制につきましては、毎

月、相談日を設けて、心のケア相談を開設

し、専用電話での相談もあわせて実施してい

るほか、随時、保健相談センターでの相談

や、必要があると判断されるケースでは、保

健師が訪問し、継続支援を行っております。

また、出産後の乳児家庭全戸訪問の際に

は、産後鬱病を防ぐため、産婦さん全員に産

後鬱アンケートを行い、心の健康についての

助言や、必要があると判断されるケースで

は、医療機関への早期受診につなげておりま

す。

精神保健活動事業としましては、精神障害

者を支える家族が集う「なごみ」を毎月開催

し、参加者の情報交換や相談の場とした事業

を行っております。

そのほか、市民がパソコンや携帯電話を利

用して、ストレス状況や落ち込み度を確認で

きるセルフチェックシステム「こころの体温

計」は、平成２８年度としまして８,３２０

件の利用がございました。

次に、正しい知識の普及や啓蒙活動につき

ましては、小学生を対象とした、命の大切さ

や気持ちを伝え合うことなどを学ぶ、こころ

の健康づくり教室を平成２８年度は７校で８

回実施し、中学生を対象とした、思春期ふれ

あいセミナーを３校で６回、乳児とのふれあ

い体験学習を４校で９回実施いたしておりま

す。そのほか、悩んでいる人に気づき、声を

かけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見

守るゲートキーパーの養成講習会や、こころ

の健康づくり講演会なども実施しておりま

す。

次に、御質問の第２点目、身体活動・運動

の推進の対策として、具体的にどのようなこ

とが行われているかについてお答えいたしま

す。

子供から高齢者まで、全ての年代の市民が

楽しく運動できるよう制作いたしました「み
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さわよいとこ体操」、平成２８年度は、各種

イベントや町内において、健康教育、市内保

育園・幼稚園などでの普及活動を合わせて１

０回実施したほか、介護福祉課の介護予防教

室や健康相談、各種団体の活動でも活用して

いただいております。その結果、平成２８年

度の特定健診受診者のうち、運動習慣のある

人の割合は４８.３％となり、目標設定時の

４０.７％と比較して、着実に効果があらわ

れてきております。

また、本年度は、市内１０コースを選定し

作成した、三沢市ウォーキングマップを広報

６月号と一緒に毎戸配布いたしました。

ウォーキングにつきましては、酸素を体内に

取り込みながら行う有酸素運動の一つで、手

軽に簡単に始められる運動ですので、今まで

歩く習慣のなかった方も、このマップを片手

に市内の歴史、文化や自然を楽しみながら、

日々の健康づくりに御活用いただきたいと考

えております。

今後におきましても、健康にかかわる関係

部署、団体と連携しながら、市民の皆様の意

識向上と行動の推進につなげてまいりたいと

考えております。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 下山議員。

○４番（下山光義君） 御答弁ありがとうご

ざいました。

まず、健康問題の１点目についてでありま

すが、心の病気を予防するための相談体制の

充実、または正しい知識の啓蒙や普及という

ふうな形で、いろいろな事業をされていると

いうふうな御説明だったと思います。

これに関しましては、こちらのほうでも確

認をさせていただきました。そして、現在取

り組まれている事業全てが、市民の健康を守

るためには物すごく大事な事業だというふう

に思っておりますので、引き続きこのような

体制を崩さないで、より一層万全の対策で臨

んでいただきたいと思います。

今、答弁いただいた中に、市内全小学校で

実施されているこころの健康づくり教室とい

うものがありましたが、この内容に関しまし

て、具体的に説明をいただければと思います

ので、これを再質問とさせていただきます。

よろしくお願いします。

○副議長（太田博之君） 市民生活部長。

○市民生活部長（繫 範雄君） 下山議員の

こころの健康づくり教室とはどのようなもの

かという再質問についてお答えいたします。

こころの健康づくり教室は、平成２６年度

から小学校の中・高学年を対象に、助産師や

臨床心理士と一緒に、講話や体験を通して、

命の大切さや気持ちを伝え合うことの大切さ

を学ぶ場として実施してきております。

昨年度は、青森県助産師会の命の事業の活

用と、臨床心理士による講話、それと音楽療

法士による音楽エクササイズにより、気持ち

を伝え合うことを体感し、心の健康について

学ぶ機会といたしております。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 下山議員。

○４番（下山光義君） ありがとうございま

した。

こころの健康づくり教室は、小学校の高学

年を対象に行われているということでござい

ました。その場では、命の大切さであった

り、気持ちを伝え合うことの大切さを学ぶ場

であるというふうな認識でよろしいかと思う

のですが、このことを聞きまして、私自身少

し安心をしております。

と申しますのは、最近、みずからの命を絶

つ子供というふうな形で報道がされることが

多々ありますし、こういった事例は、ここ数

年横ばい状態であり、減ってはおりません。

要するに、こういうふうなことを防ぐため

には、こういうふうに学ぶ場を少しでも多く

つくってあげて、予防をするのが私たち大人

の責任だと思っております。ですから、今の

答弁をお聞きしまして、少しは安心したとい

うのは、そういうところであります。

ちなみに、昨年度なのですが、これは警察

庁の発表で、小学校、中学校、高校を合わせ

ますと、全国で３２０名の方がみずからの命
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を絶っております。そういうふうな事例もあ

りますので、この問題に関しては力を入れて

取り組んでいただきたいというふうに思って

おります。

そこで、再々質問としまして、本市におい

ては、心の健康対策としてさらなる対策をお

持ちであるのか、そういう考えがあるのか、

お伺いいたします。

○副議長（太田博之君） 市民生活部長。

○市民生活部長（繫 範雄君） 下山議員の

心の健康づくりのさらなる取り組みはどのよ

うに考えているのかという再々質問だと思い

ます。

先ほども御答弁申し上げましたように、全

体的にこころの健康づくり教室、思春期ふれ

あい体験学習、それから、思春期ふれあいセ

ミナーという三つのものを実施しておりま

す。現在は、希望する小中学校で、これら事

業を実施しておりますが、こころの健康づく

り教室につきましては、今後は全ての中学校

を対象に広げて実施してまいりたいと考えて

おります。

このうち、小学生を対象に行っているここ

ろの健康づくり教室につきましては、やはり

今後の学校の実情や要望を踏まえながら、命

の大切さを学ぶ場として、今後、実施してま

いりたいと考えております。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 下山議員。

○４番（下山光義君） ありがとうございま

した。

先ほど申しましたけれども、この問題に関

しては万全な体制で取り組んでいただきたい

ということを改めて申し上げまして、１点目

の問題は終わらせていただきます。

続きまして、健康問題の２点目でございま

す。

先ほどウォーキングマップ、よいとこ体操

というふうな形で市民にやっていただいてい

るというふうなことでございました。私も

ちょうど町内会のほうから、三沢市ウォーキ

ングマップ、三沢市を歩こうというふうな冊

子を頂戴しております。拝見させていただき

ましたが、大変内容の濃い、親切ないい冊子

だと思います。

ただ、一つだけ申し上げるならば、まず、

こういうふうなものは、使われてはじめて効

果があるものではないでしょうか。ですか

ら、これから先のことですが、この冊子がい

かにして使われたかというようなことを調

査・検証して、その先の対策につなげていた

だきたいと思います。

ちなみに、第２次健康みさわ２１計画が、

平成３０年度で中間評価があることになって

いると思います。ですから、そこの中間評価

のところに、どういうふうな形だったという

ふうな報告も入れていただければありがたい

なと思います。この件に関しての再質問はご

ざいません。

続きまして、スポーツ問題であります。

先ほど市長から御答弁いただきました。答

弁していただいた内容ですが、パークゴルフ

の効果としての認識は、市当局でも理解して

いただいているというふうに確認をさせてい

ただきました。

現在、三沢市内のパークゴルフ愛好者は、

コースがある十和田市、おいらせ町、八戸

市、平内町、それから三戸というふうな形

で、ちょっと遠くまで出かけてプレーをして

いる状況でございます。そして、この方たち

が中心になって、三沢市にパークゴルフ協会

を立ち上げて、三沢にパークゴルフを普及さ

せようというふうな動きも出ております。

私自身、３０年ちょっとゴルフ業界で仕事

をさせていただいておりました。その関係

上、当三沢市は、人口比に対して非常にゴル

フ愛好者の多い土地柄であるというふうに感

じております。そういう方たちがゴルフを卒

業されて、次の生涯スポーツというふうな形

で考えたときに、このパークゴルフは最適で

あるなというふうに私は思っております。

そして、三沢市民の健康維持、健康促進と

いうふうな形で考えましても、このスポーツ

は非常に効果が大きいものであると思います
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ので、これからこのスポーツの普及促進に前

向きに取り組んでいただきたいと思います

し、検討していただきたいと思いますので、

そこら辺のところを副市長さんに再質問とし

てさせていただきます。よろしくお願いしま

す。

○副議長（太田博之君） 答弁願います。

市長。

○市長（種市一正君） 再質問にお答えをい

たします。

パークゴルフは、自分もやったことはござ

いません。内容はよく知っておりませんけれ

ども、いずれにしても、見るのは見ておりま

すので、健康増進という観点から、三沢で

コースができるのか、いろいろそういうもの

を探りながら少し勉強してみたいと思いま

す。

以上であります。

○副議長（太田博之君） 下山議員。

○４番（下山光義君） トップの市長さんに

御答弁いただき、ありがとうございました。

これから先、コースの設置も視野に入れて

前向きに検討していただけるというふうな答

弁をいただきました。大変うれしく思ってお

ります。ぜひそのような形でお願いしたいと

思います。

これで、今回の一般質問は終わらせていた

だきます。ありがとうございました。

○副議長（太田博之君） 以上で、下山光義

議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

瀬崎雅弘議員の登壇を願います。

○６番（瀬崎雅弘君） みさわ未来の瀬崎雅

弘が、通告に従いまして、一般質問させてい

ただきます。

まず、生活環境問題について伺います。

三沢市は、三沢市総合振興計画後期基本計

画のまちづくりの基本方針の一つに、環境と

共生し安心できるまちづくりを掲げ、市民ア

ンケート調査及び地方を取り巻く社会・経済

の状況などに基づいた本市の課題として、

「防犯や治安維持を警察だけに依存するので

はなく、市民自らが関心を持ち、解決に向け

て取り組む体制づくりが必要」であり「これ

まで行ってきた防犯灯の整備や防犯パトロー

ルの充実を図るとともに、関連団体との連携

を強化し市民の防犯意識の向上を図るなど、

時代に対応した防犯体制の強化」が必要であ

ると述べられています。

このため、生活安全の確保のため、防犯体

制の整備と防犯意識の啓発を推進し、市民が

安全で安心して生活できる、犯罪が起こりに

くいまちを目指しています。また、関係団体

と連携した防犯灯の整備や防犯パトロールを

はじめとした防犯活動の実施を推進されてい

ます。

さらには、監視カメラを全ての小中学校に

設置するとともに、主要な公共施設にも設置

し、防犯体制を推進し、市民が安全で安心し

て生活できる環境づくりに邁進していると思

います。

近年、犯罪の低年齢化、凶悪化が社会問題

となっており、三沢警察署との連携を強化す

るとともに、補導員の配置や青少年補導関係

団体の支援等を行い、犯罪件数の減少に努力

されています。

三沢市は、昨年８月に、まちの活性化につ

なげようと市の中心商店街に寺山ロードが整

備され、ゆかりの詩人・劇作家の寺山修司に

まつわる品々を商店街の通りに展示・紹介す

るアート事業を始めました。これら展示品

は、大町交差点から三沢基地正面ゲート前の

交差点までの約８００メートルの３３商店に

展示されており、市民や観光客のため、景観

をよくしています。

一方、三沢基地正面ゲート前から市役所ま

での通りは、壁や配電盤に落書きがあり、景

観を損ねています。また、この通りに面する

数カ所の商店では、年末年始にシャッターが

壊される事件が発生しています。

一方通行の通りやゲート前の道路は、七夕

まつり、三沢まつり、アメリカンデー等の開

催時には、多くの市内外の方が訪れます。い

わばこの場所は三沢の顔と言ってもいいと思
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います。その場所に落書き等があれば、三沢

のイメージが損なわれてしまいます。

落書きは、単なるいたずらではなく、建造

物等損壊罪や器物損壊罪の犯罪に当たる場合

があり、また、落書きをした人は、被害者か

ら損害賠償請求をされることもあります。今

はまだ基地正面ゲートから市役所までの通り

だけの落書きで済んでおりますが、一方通行

の通りには、シャッターが下がったままの店

が多くあります。落書きの被害を未然に防止

する対策が必要だと思います。

現在、監視カメラは、全国において広く普

及し、さまざまな場所に設置され、防犯、防

災、計測、記録等の用途に使用されていま

す。監視カメラの設置効果として、第１に死

角をなくせること、第２に２４時間休まず監

視ができること、第３に記録装置を用いれば

映像記録が残る点があります。

さらに、カメラを設置することで得られる

最大の効果は、抑止効果であり、犯罪は未然

に防ぐものであり、事件・事故等の未然防止

の一助になっているのが監視カメラであると

思います。

以上のことを踏まえて、次の点について伺

います。

第１点目は、基地正面ゲート前から市役所

までの通りに、景観を損なう落書きや店の

シャッターが壊される事件が発生しました

が、これらの事件に対する市としての未然防

止策及び再発防止策について伺います。

第２点目は、市民の皆様が安全で安心な暮

らしを確保するため、繁華街、主要な幹線及

びごみ捨て場等に監視カメラを設置すること

により、犯罪の未然防止や事件・事故等の早

期解決に寄与できるものではないかと思いま

す。犯罪の未然防止の一助ともなる監視カメ

ラの設置について、現在、市として、市内の

全ての小中学校には監視カメラが設置され、

主要な公共施設には監視カメラが逐次設置さ

ていますが、今後の監視カメラの設置計画に

ついて伺います。

次に、三沢特産品について伺います。

三沢市には自然豊かな大地があり、全国有

数の品質を誇るゴボウ、ナガイモ、ニンニク

などが生産されるほか、養鶏、養豚なども盛

んに行われています。また、水産物として

は、太平洋で良質なイカやホッキ貝が、小川

原湖ではシジミ貝やワカサギなどもとれま

す。

このように三沢市には豊富な農水畜産物が

あり、現在、どこの地域でも第１次産業の農

畜産物、水産物の生産だけでなく、第２次産

業の食品加工、第３次産業の流通・販売にも

農業者が主体的かつ総合的にかかわることに

よって、加工賃や流通マージンなどの、今ま

で第２次、第３次産業の事業者が得ていた付

加価値を農業者自身が得ることによって、農

業が活性化されるとする６次産業が主流と

なっています。

市長は、市長マニフェストに、地場産品の

認知度と信頼性を高め、ブランド化を図るた

め、積極的な情報発信と地産地消の推進、地

域連携を重視した６次産業の推進等を掲げら

れています。このため、三沢市の基幹産業で

ある農水畜産物の活性化及び関連する食産業

の振興のためには、地元産の農水畜産物等を

活用した付加価値の高い商品づくりや、市内

外への販売活動を強化していくことに積極的

に取り組んでおります。

ブランドとは、もともと、区別するという

意味ですが、一般的には、優良銘柄という意

味で使われており、高品質、高品位、特異的

で、かつ多くの人から認知され、信頼を得て

いるものです。

昨年、会派みさわ未来で、出雲の真のブラ

ンド化について出雲市を視察しました。出雲

市は。出雲大社などがあり、出雲という名前

が既に全国ブランドということは皆さんもよ

く御承知のとおりと思います。

出雲市の取り組みは、市民一人一人が出雲

の魅力を認識し、生まれてよかった、住んで

よかったと誇りと愛着が持てる出雲を創造す

ることであり、市内外の人が行ってみたい、

住んでみたいと憧れる出雲を創造すること。
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つまり、名前だけでなく、全国に誇れる高品

位・高品質で出雲らしい実態を持ったブラン

ドとして、市内外の人に認知されることを目

的に事業を推進していました。

その中で、特に参考になったのは、市民が

主体となり、実施することが非常に重要であ

るということでした。このため出雲市は、ブ

ランドとして市内外に広く認められる鍵を握

るのは、市民の盛り上がりで、市民が主体的

に実施できるような仕組みを構築した取り組

みを実施しました。

三沢市には、三沢市の特産品であるゴボ

ウ、ニンニク、ナガイモなどを調理、加工、

研究し、地域へ供給することで、地産地消の

実践、特産物の創出、食に対する意識の向上

につなげることを目的とした、三沢市農産物

加工施設があります。その施設内には、地産

加工研究室があり、その設備として、米粉製

粉機やスチームコンベクション、大型攪拌

機、真空凍結乾燥機、真空包装機、大型オー

ブンなどの機器があり、さまざまな料理や加

工が可能となっています。

また、三沢市では、農林水産物及び関連産

業活性化を図ることを目的に、市内で生産さ

れた農林畜産物を原材料とした、付加価値の

高い加工品の開発や製造を促進する補助事業

を実施しています。その成果があり、数多く

の特産品が開発され、販売されています。

さらに、三沢市が支援し、地元農水畜産物

等を主な原料に開発した加工品等をＰＲする

とともに、一層の商品改良、販路拡大を図る

目的として、特産品開発商品発表会を実施し

ています。

このような市の積極的な取り組みは評価し

ますが、これまで多くの三沢の特産品が開発

されましたが、この三沢の特産品が市民の皆

様には余り知られていないように私は感じま

す。

その理由としては、販売場所にあると思い

ます。特産品の農産物は、道の駅みさわ・斗

南藩記念観光村やスカイプラザミサワ、三沢

市青果市場などで、特産品の水産物は、三沢

市漁協直売所などで買うことができます。こ

れは、いわゆる観光客を対象にしているもの

と思います。三沢産の特産品をもっと多くの

市民の皆さんに知ってもらう活動が必要だと

思います。

以上のことを踏まえ、次の点について伺い

ます。

第１点目は、農産物加工施設内にある地産

加工研究室の年度ごとの使用実績について伺

います。

第２点目は、市として実施してきた特産物

の販路拡大に向けた、これまでの事業等の成

果について伺います。

第３点目は、三沢市特産品のブランド化に

向けた現在までの取り組みについて伺いま

す。

以上で、私の一般質問を終わります。答弁

よろしくお願いいたします。

○副議長（太田博之君） ただいまの瀬崎雅

弘議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの瀬崎議員

御質問の三沢特産品の第２点目と第３点目に

ついては私から、その他につきましては担当

部長からお答えをさせますので、御了承願い

たいと存じます。

第２点目、特産品の販路拡大に向けた、こ

れまでの事業等の成果についてであります

が、当市は全国に誇るゴボウ、ナガイモ、ニ

ンニク等の農産物や昼イカ、ホッキ貝、ヒラ

メ等の水産物、ブランドポーク等の畜産物な

ど、豊富な、しかも良質な１次産品に恵まれ

ておりますことから、それらを活用した加工

品開発や販路拡大について、補助金制度を設

け、支援しているところであります。

販路拡大については、補助金制度以外にも

農水産品の加工事業者に対し、三沢市特産品

開発セミナーの開催や、首都圏で開催される

展示会あるいは商談会への出展、さらには、

三沢市特産品開発商品発表会の開催などによ

り、ＰＲや商談の機会を創出し、その支援に
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努めております。

その成果といたしまして、市内の主要な観

光施設、お土産販売店、一部スーパーマー

ケット、アスパムなどの青森市主要物産館店

内、盛岡の新幹線駅、仙台市の牛タンチェン

店、東京のスカイツリー内ショップ、デパー

トカタログゲスト掲載、ハワイ、シアトル、

ロサンゼルスの海外スーパーなど、少量では

ありますが、販路を開拓しております。

次に、第３点目、三沢市特産品のブランド

化に向けた現在までの取り組みについてであ

りますが、県内外で開催される各種物産イベ

ント、海外や首都圏で開催される青森県フェ

アへの出展及びその支援、さらには、マスコ

ミ等の積極的な活用や情報誌掲載などによる

情報発信等を行う中で、第１次産品ととも

に、加工品においても、三沢市特産品の品質

のよさや、おいしさを伝えるなど、認知度の

向上を図りながら、三沢ブランドの確立に向

けて取り組んでおります。

私からは、以上であります。

○副議長（太田博之君） 経済部長。

○経済部長（山本 優君） 三沢特産品につ

いての御質問の第１点目、農産物加工施設内

の地産加工研究室の年度ごとの使用実績につ

いてお答えいたします。

三沢市農産物加工施設は、地域の農産物を

給食や加工品に活用し、食に対する意識の醸

成、地産地消の実践及び特産品の創出を図る

ことにより、農業振興と地域活性化につなげ

ることを目的として設置され、平成２４年１

２月２５日に供用を開始しております。

当施設は、地元特産品を使った加工品の研

究開発のため、施設内にある地産加工研究室

及び調理実習室を有料で御利用いただいてお

り、本格的に稼働してからの利用件数及び利

用者数は、平成２５年度が７５件で延べ３５

２人、平成２６年度が１５４件で延べ６５３

人、平成２７年度が１３６件で延べ７２８

人、平成２８年度が８３件で延べ３２５人と

なっております。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 市民生活部長。

○市民生活部長（繫 範雄君） 生活環境問

題の御質問の第１点目、景観を損なう落書き

や店のシャッターが壊される事件に対する市

としての未然防止策、再発防止策についてお

答えいたします。

当市では、生活安全の確保を図るための基

本方針として、防犯体制の整備と防犯意識の

啓発を推進し、市民が安全で安心して生活で

きる、犯罪が起こりにくいまちを目指すこと

を掲げ、三沢警察署や三沢市防犯協会など、

関係団体と連携を図りながら各種施策に取り

組んでいるところであります。

このように官民一体となって、防犯活動を

推進している中、落書きやシャッター破損と

いう事件が発生したことはまことに残念でな

りません。

当市といたしましては、このような事件の

防止対策として、引き続き三沢市防犯協会な

どの御協力のもと、地域防犯パトロールの強

化を図るとともに、市民の皆様には、自分た

ちのまちは自分たちで守るという防犯意識の

啓発を推進してまいりたいと考えておりま

す。

また、落書きやシャッターの破損は、申し

上げるまでもなく犯罪であることから、三沢

警察署に対しまして、夜間パトロールの強化

を要請するなど、市民の皆様が安全で安心し

て生活ができるまちづくりに努めてまいりた

いと考えております。

次に、御質問の第２点目、主要な公共施設

への今後の防犯カメラ設置計画についてお答

えいたします。

当市では、公共施設の利用者などの安全を

図ることを目的として、防犯カメラの設置を

平成２６年度から進めてきております。平成

２８年度までの設置状況は、市役所、公会堂

など１０の施設に、合わせて２０台の防犯カ

メラが設置済みとなっております。今年度

は、市役所に２台増設するほか、屋内ゲート

ボール場と中央社会福祉センターへの設置を

予定しているところであります。
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今後の設置計画についてでありますが、現

在は、平成２５年１１月当時に所管課より聞

き取った公共施設について整備を進めてきて

おりますが、当時と状況が変わり、新設や増

設の必要がある施設が見込まれますことか

ら、今年度、改めて庁内調査を行い、設置計

画を策定したいと考えております。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 瀬崎議員。

○６番（瀬崎雅弘君） 御答弁ありがとうご

ざいました。

生活環境問題の１点目、再発防止策及び未

然防止策ということにつきまして再質問させ

ていただきます。

市としての再発防止策及び未然防止策とい

うことにつきましてはよく理解しました。そ

れでもやっぱりこういうふうな事件が起こっ

たということで、今後とも警察に夜間のパト

ロール強化を要請しているとか、市民の防犯

意識の啓発であるとか、そういうことはよく

わかりますが、このような事件が発生した場

合、一般的に市民は警察署にこれを通報しま

す。警察は、被害届けを受けた時点で調査す

るという格好になりますけれども、その場

合、こういう事件が発生したとき等に、警察

署と三沢市役所との関係についてはどのよう

になっているかということについて再質問し

たいと思います。

つまり、ただ、こういう事件が起こりまし

たというふうな通報があるのかないのかとい

うことも含めまして、再質問したいと思いま

す。

○副議長（太田博之君） 答弁願います。

市民生活部長。

○市民生活部長（繫 範雄君） 瀬崎議員

の、犯罪があった場合に市に通報があるのか

どうかという再質問でございますが、県警本

部の方針といたしましては、個別の事件に係

る情報については、警察から行政に対しての

通報が行われていないというところでござい

ます。

ただ、しかしながら、市民生活や市民の身

に直ちに危険が及ぶような事案、おそれがあ

る場合、例えば本年４月もございましたけれ

ども、土佐犬の徘回情報とか、また、あるい

は不審者の情報といった事案につきまして

は、三沢警察署と情報を共有しながら市民に

注意喚起するなど、市民の安全確保に努めて

いるところでございます。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 瀬崎議員。

○６番（瀬崎雅弘君） よくわかりました。

ただ、市役所と三沢警察署の情報の共有と

いうのは非常に重要かと思いますので、そう

いうふうないろいろな種類のは常に通報され

るということでありますけれども、やはり定

期的に情報の共有ということでもって、担当

者同士で意見交換というふうなことを私はす

る必要があると思っているのですけれども、

そのことについて、今後、そういうふうな情

報の共有のために三沢警察署と市役所との連

携を強化するということについてどうお考え

か、再々質問いたします。

○副議長（太田博之君） 答弁願います。

市民生活部長。

○市民生活部長（繫 範雄君） 市と警察と

の情報共有の機会が必要ではないかという

再々質問でございます。

今回、落書きやシャッター破損という犯罪

防止対策における警察との連携強化につきま

しては、関係機関、例えば安全協会とか、さ

まざまな関係協会によります各種会合がござ

います。そちらのほうにも警察署から講師な

どをお願いいたしまして、いろいろな講習会

等を実施しております。それら講演会を通じ

て、各種事件の動向や背景を御説明いただ

き、みんなで理解して、より効果的な犯罪対

策のあり方をお互いに協議するなど、これま

でもやってきておりますが、今後もこのよう

な事案の再発防止に資するために、そういう

協議会の活用に努めてまいりたいと考えてお

ります。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 瀬崎議員。



― 42 ―

○６番（瀬崎雅弘君） どうもありがとうご

ざいました。

２点目の監視カメラについてお伺いしま

す。

答弁では、今後の監視カメラの設置につき

ましては、平成２５年１１月に策定したとき

の見積もりと、今後精査して、もう一度考え

るということでありますけれども、主たる設

置場所が公共施設のみに限定されているよう

な感じを受けるのですけれども、主要な公共

施設の監視カメラの設置が終わって以降は、

例えば主要な幹線とか繁華街とか、ごみ捨て

場とか、そういうところに監視カメラを設置

するというお考えはあるのか、再質問いたし

ます。

○副議長（太田博之君） 答弁願います。

市民生活部長。

○市民生活部長（繫 範雄君） 公共施設の

防犯カメラ設置計画については、今後、町な

か、例えば幹線、繁華街などに設置する考え

はないかという再質問でございます。

当市における防犯カメラの整備計画は、今

までも公共施設の利用者の安全を図ることを

目的としておりますことから、これまでも公

共施設を中心に設置してまいりました。その

公共施設以外の場所、幹線、繁華街につきま

しては、現時点では、そういう防犯カメラの

設置の考えは持っておりません。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 瀬崎議員。

○６番（瀬崎雅弘君） 市としての監視カメ

ラの設置の考え方はよく理解しました。

ただ、昨今ですけれども、市町村や自治会

レベルでの監視カメラの設置導入の動きが日

本全国で見られています。この背景には、警

察庁が２０１４年８月に改定した、安全・安

心まちづくり推進要綱が大きく関係しており

ます。この改定に伴い、安全・安心まちづく

りの推進にかかわる資機材として防犯カメラ

を追加、資機材の整備として防犯灯、防犯カ

メラ、防犯ベル等、安全・安心まちづくりの

推進に必要な資機材の整備について必要な措

置を講じるよう努めることということが一文

追加されました。

このような動きもありまして、防犯カメラ

を設置する際、県や市が自治会や法人向けに

助成金、補助金制度を実施しているところが

あります。例えば福岡県福岡市では、犯罪の

抑止効果や犯罪発生時の犯人特定及び検挙に

効果のある街頭防犯カメラ設置促進を図るた

め、自治協議会、自治会、町内会等が設置す

る街頭防犯カメラの設置費用の一部を補助し

ていると。

また、身近なところでは、八戸市では商店

街を対象に、八戸市商店街魅力づくり環境整

備支援事業として、平成２１年度から内・外

装工事や備品購入費、設備設置費を目的とし

た補助金が設定され、ＬＥＤ防犯灯や防犯カ

メラ、監視カメラなどに活用できる補助金制

度を実施しています。

補助金が出たり、機器の貸与があったりし

て、内容はさまざまですが、市町村での補助

制度が充実してきています。三沢市として、

このような監視カメラの設置する際の補助金

制度について再々質問いたします。

○副議長（太田博之君） 答弁願います。

市民生活部長。

○市民生活部長（繫 範雄君） 自治会や商

店街が主体となって設置する防犯カメラに補

助金制度を設ける考えはないかという再々質

問でございますけれども、自治会や商店街が

主体となって防犯カメラを設置する場合、そ

の自治体が設置費用の一部を補助するケース

があることは承知しておりますが、しかし、

常時、広域的に不特定多数の人や車の往来が

録画されることに対し、写ることへの心理的

な抵抗感、プライバシー侵害の懸念、画像

データの管理体制の未整備などなど、さまざ

まな議論がいまだになされている現状におい

て、市といたしましては、解決しなければな

らない課題が多いことを踏まえますと、現時

点におきまして補助金の創設には、まだ時間

を要するのではないかと考えているところで

ございます。
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以上でございます。

○副議長（太田博之君） 瀬崎議員。

○６番（瀬崎雅弘君） 今後ともよく研究し

ていただきたいと思います。

次の質問に移ります。

三沢特産品について、１番目、農産物加工

施設にある地産加工研究室の年度ごとの実績

ということで、平成２５年度からずっと伺っ

て、当初から少し上がって、平成２８年度は

８１件ということで下がっているということ

でありますけれども、この実績が多いのか少

ないのかというのはよくわかりませんが、市

として、地産加工研究室の年度の使用回数の

目標数というのは設定されているのか再質問

します。

また、今回、答弁いただいた使用実績の中

で、三沢市特産品の開発に関する実績はあっ

たかどうか、これについても再質問いたしま

す。

○副議長（太田博之君） 答弁願います。

経済部長。

○経済部長（山本 優君） 農産物加工施設

に関する件で、まず一つ目が目標利用件数と

いいますか、そういうものがあるのかどう

か。また、この場所で特産品開発されたもの

で商品化されたものがあるのかどうかという

ことで、御説明申し上げたいと思います。

まず１点目、利用の目標件数と、これはご

ざいません。できるだけ多く利用していただ

き、そして三沢の特産品をより加工品につな

げていただくということで、いろいろな取り

組みを行っているところでございます。その

中で利用していただいているということでご

ざいます。

なお、利用実績の中での商品開発の例とい

いますと、ここでは、主に農産物ではゴボ

ウ、ナガイモ、ニンジンなど、それから水産

物ではイカ、ホッキ貝、ヒラガニなど、それ

から畜産物ではパイカなどを使った加工品の

研究開発が行われております。

具体的には、農産物では、ごぼうそば、ゴ

ボウの漬け物、ごぼう茶、ナガイモのペース

ト、それから各種野菜のフリーズドライな

ど。それから、水産物では、イカの一夜干し

真空パックやほっき味噌など。それにまた、

畜産物では、パイカ料理のレトルトの加工品

などが研究開発され、商品化されておりま

す。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 瀬崎議員。

○６番（瀬崎雅弘君） ありがとうございま

した。

かなりの数がこの研究室でつくられている

ということでありますけれども、それだけ設

備も物もいいものを持っているということで

あれば、今後ともどんどん利用していくため

に推進を強化していく必要があると思うので

すけれども、そのためにはどのようなことを

お考えになっているか、再々質問いたしま

す。

○副議長（太田博之君） 答弁願います。

経済部長。

○経済部長（山本 優君） 地産加工研究室

の利用促進に関する策についてということで

お答えいたします。

先ほども瀬崎議員のほうからも出ましたけ

れども、使用実績が２８年度は若干下がって

いると。これまで商品開発に関心のある方々

にセミナー等を実施し、地産加工研究室での

研究や商品開発を促し、利用促進を図ってき

たところなのですが、その方々が実際に商品

をみずから事業所で製造できるようになった

ことが低下につながっている要因の一つでご

ざいます。

なお、この地産加工研究室は、国の補助に

より建設され、原則としては、研究段階での

活用が条件となっていて、実際に本格的に販

売するという場合には、ここで生産して売る

ことはできませんという条件になっているも

のですから、今のような形で、それぞれの事

業者が商品開発して、自分の事業所で製造し

ているという形になっております。

しかしながら、せっかくこれだけの施設が

あるものですから、今でもいろいろな商品開
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発セミナーを三沢市のほうで実施し、これに

関心のある方々が参加していただいておりま

すので、その方々を中心に、広報みさわなど

でも、ここの施設でいろいろなものができま

すということを促しながら、まず一つ目につ

いてはそういう形で利用促進を図ってまいり

たいと思っております。

また、今あの施設は学校給食センターが併

設されております。学校給食センターにおい

ては、いろいろな食材を調達する際に、地元

の野菜を活用するというところがまだまだ少

ないというふうに伺っております。それはな

ぜかといいますと、一旦食材を加工した状態

でなければ、なかなか給食の時間内で供給で

きないということが起こっておりますので、

この地産加工研究室において、そういう下処

理をして給食に活用できるような、そういう

システムをつくりながら、地産地消にもつな

げられるような形も考え、そして、それに

よって利用促進を図ってまいりたいと。今

後、そのような方法を模索してございます。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 瀬崎議員。

○６番（瀬崎雅弘君） 積極的に頑張ってい

ただきたいと思います。

２点目の特産品の販路拡大につきまして

は、市長のほうから答弁いただきまして、機

会を見つけて、あらゆる場所でもって販売の

拡大を図っているということでありますけれ

ども、この辺は私は今まで、三沢の特産品そ

のものを三沢市民の方に多く知ってもらうた

めには、大型スーパーの一角に三沢特産品

コーナーを設置して販売してはどうかという

ことを何回も提案してきましたが、いまだそ

の動きが見えないのですけれども、市とし

て、そういう大型スーパーに特産品コーナー

を設けるという考えはあるのか、再質問いた

します。

○副議長（太田博之君） 答弁願います。

経済部長。

○経済部長（山本 優君） 特産品の開発に

関しましては、先ほどの研究室、また、補助

金等を活用していただいて、いろいろ開発し

ていただいているところなのですが、これら

をスーパーの一角に置いて、紹介するような

形はとれないのかなということについてお答

えいたします。

現在、当市の加工開発業者にとって主な販

路のターゲット、これは百貨店、それから土

産販売店、セレクトショップ、カタログギフ

トなどが、そのようなターゲットになってお

ります。

また、スーパー側でも、要するに量販のも

の等は価格がある程度のものというのが、ひ

とつニーズとして高いということでございま

す。

そういう中で、一部市内スーパーのギフト

コーナーにおいて、これまで開発商品を取り

扱っていただくケースもございましたので、

市民の方々により周知を図っていく観点から

も、これからも積極的に市内のスーパーを含

めた商談会の機会を創出する中で、今後、そ

ういうことについても推進してまいりたいと

思っております。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 瀬崎議員。

○６番（瀬崎雅弘君） 前向きに積極的にお

願いいたします。

３点目ですけれども、三沢市特産品のブラ

ンド化について、これまで三沢の特産品とし

ていろいろものが多く開発されましたが、た

だ、その商品のパッケージには三沢ブランド

という名前が載っていないわけです。した

がって、やはりこれが三沢のブランドかとい

うのは買う人がわからないと思いますので、

例えば(仮称)三沢ブランド化推進委員会を設

置して、三沢ブランドという名前を与えて、

パッケージに三沢ブランドという名前をつけ

て取り組むという考えはあるかどうか、再質

問いたします。

○副議長（太田博之君） 答弁願います。

経済部長。

○経済部長（山本 優君） ただいまのブラ

ンド化推進委員会を設置し、その中で認定を
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しながら、三沢ブランドというものをパッ

ケージにつけながら販売していく、そういう

中で認識を深めていただきながら販売を広げ

ていく、そういう取り組みの考えがないかと

いうことについてお答えいたします。

認知度を上げるため、仮称でありますが、

三沢ブランド推進委員会を立ち上げて、三沢

ブランドの名称を与えて、パッケージに三沢

ブランドという名前をつけることは大変有効

な手段だというふうに考えてございます。今

後、１次産品のブランド化や販路拡大を推進

する観点からも、検討してまいりたいと考え

ているところであります。

なお、その際に、三沢市、野辺地町、東北

町、横浜町、六ヶ所村及び東通村の６市町村

の各商工会が中心となって設立した、六景楽

市という広域的な地域ブランドがございまし

て、これにより現在のところは認知度の向上

や販路拡大を図っている状況でもありますの

で、それとの整合性も考慮しながら、今後、

設立等に向けて検討を進めてまいりたいと考

えております。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 以上で、瀬崎雅弘

議員の質問を終わります。

これをもって、一般質問を終わります。

─────────────────

◎日程第２ 議案第３３号から

日程第９ 議案第４０号まで

○副議長（太田博之君） 次に、日程第２

議案第３３号専決処分の承認を求めることに

ついて（平成２８年度三沢市一般会計補正予

算（第７号））から日程第９ 議案第４０号

専決処分の承認を求めることについて（三沢

市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定について）までを一括議題といたしま

す。

─────────────────

◎日程第１０ 総括質疑

○副議長（太田博之君） 日程第１０ ただ

いま一括議題といたしました全議案に対し、

総括質疑を行いますが、通告がありませんの

で、総括質疑を終結します。

─────────────────

◎日程第１１ 特別委員会の設置及

び議案の付託

○副議長（太田博之君） 日程第１１ 特別

委員会の設置及び議案の付託を行います。

お諮りします。

ただいま一括議題となっております議案の

審査に当たりましては、８名をもって構成す

る予算審査特別委員会、同じく８名をもって

構成する条例等審査特別委員会をそれぞれ設

置し、慎重に行いたいと思いますが、これに

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（太田博之君） 異議なしと認めま

す。

よって、予算審査特別委員会、定数８名、

条例等審査特別委員会、定数８名をそれぞれ

設置することに決しました。

それでは、議案の付託を行います。

予算審査特別委員会には、議案第３３号及

び議案第３４号の計２件を、条例等審査特別

委員会には、議案第３５号から議案第４０号

までの計６件を、それぞれ付託します。

─────────────────

◎日程第１２ 特別委員会委員の選

任

○副議長（太田博之君） 日程第１２ 特別

委員会の委員の選任を行います。

ただいま設置されました２特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名します。

なお、特別委員会委員の方々は、次の休憩

中に、委員長、副委員長をそれぞれ互選し、

議長まで報告願います。

また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、予算審査特別委員会を大会議

室、条例等審査特別委員会を第２会議室にお

いて、それぞれ願います。

この際、委員会開催のため、暫時休憩しま
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す。

午後 ２時５３分 休憩

────────────────

午後 ２時５６分 再開

○副議長（太田博之君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

先ほど設置されました２特別委員会の委員

長、副委員長の互選の結果を報告します。

予算審査特別委員会委員長、瀬崎雅弘委

員、副委員長、田嶋孝安委員。条例等審査特

別委員会委員長、加澤明委員、副委員長、下

山光義委員とそれぞれ決しました。

─────────────────

○副議長（太田博之君） 以上で、本日の日

程は終了いたしました。

なお、明日から１４日までは、特別委員会

審査等のため、本会議は休会となります。

次回本会議は、１５日午前１０時から会議

を開きます。

本日は、これをもって散会します。

お疲れさまでした。

午後 ２時５７分 散会


